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はじめに 

 
子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、思考力や表現力を高め、 

創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身につけていく上でとても大切 

なものです。 

 

新宿区では「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、新宿区子ども読書 

活動推進計画を平成１６年３月に策定以来、子どもたちがあらゆる機会と場所で自主 

的に読書を楽しむことができるよう、子どもの読書環境の整備と読書活動の支援に取 

り組んできました。 

 

この度、第五次新宿区子ども読書活動推進計画を策定するに当たっては、これまでの

実績やインターネットの普及を踏まえ、今後の子どもたちを取り巻く社会情勢の変化等

も視野に入れた読書支援により、子どもたちが読書習慣を育み、読書活動を通じて「自ら

読書を楽しみ、学び、成長する新宿の子どもたち」となることを基本目標としました。 

 

その実現に向けて、本計画では、「基本方針１ 全ての子どもがあらゆる機会と場所

において、自主的に読書活動ができる環境の充実」、「基本方針２ 全ての子どもに対す

る個々の状況に応じた読書活動の支援」、「基本方針３ 子ども読書活動推進の基盤整

備」の「３つの基本方針」を掲げ、子どもの読書習慣の形成を支援していきます。 

 

今後、子どもが自ら読書を楽しみ、学び、成長できるよう、関係機関が連携し、家 

庭や地域との協働により、子どもの読書環境整備と読書活動支援を更に推進していき 

ます。 

 

 

 

令和元(2019)年 11 月                   

新宿区教育委員会 
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第 1 章 第五次新宿区子ども読書活動推進計画の基本的な考え方 

 

 １ 子どもの読書活動の意義 

 

子どもの読書活動の意義は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、思考力や表現力を高

め、創造力を豊かにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上でとても大切なも

のです。読書を通じて、子どもは普段の生活では得られない未知の世界を体験し、様々な

知識や社会の出来事を知ることができます。 

  子どもが読書活動によって得る効果は、大きく三点あると考えます。 

一点目は、子どもの頃から読書にいそしむことで、将来への夢を持ち、自己実現を図る

ことができるようになることです。 

二点目は、言葉を学び、文章を読み取り、作者の意図を考えながら自己と向き合い表現

することで、言語能力と表現力とを高められることです。 

三点目は、インターネット等の情報通信手段*が普及し、子どもたちにも身近な存在と

なっている今日において、従来の紙の本による「読書」に加えて、情報通信手段の特徴を

活かして読書を楽しみ、情報リテラシーを身に付け、正しい情報を的確に選択して活用

できるようになることが期待されます。 

このように子どもの読書活動は、子どもが成長していく上で極めて重要であり、年齢

や個々の状況に応じた読書支援を途切れなく行うことが大切です。 

第五次新宿区子ども読書活動推進計画の策定に当たっては、基本目標に掲げた「自ら読

書を楽しみ、学び、成長する新宿の子どもたち」を実現できるよう、新宿区全体で子どもの読

書環境を整備し、読書活動への支援を充実していきます。 

＊ 以後、インターネット・ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス：フェイスブック、ツ

イッター、ラインほか）等を総称して、国の第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

に倣い、「情報通信手段」という。 
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新宿区子ども・子育て支援事業計画 

新宿区教育ビジョン 

２ 第五次新宿区子ども読書活動推進計画の基本的な考え方 

 

（１） 計画の目的 

第五次新宿区子ども読書活動推進計画*は、「子どもの読書活動の意義」に基づき、計

画の基本目標と、その実現のための基本方針や具体的な取組の方向性、施策等を総合的

かつ体系的に明らかにし、子どもが自ら読書を楽しみ、学び、成長していく活動を推進

することを目的としています。 

＊ 以後、第五次新宿区子ども読書活動推進計画を「第五次推進計画」という。「新宿区子ども読書活動

推進計画」（平成１５年度～平成１９年度）を「第一次推進計画」、以降は「第四次推進計画」等とす

る。 

 

（２） 計画の位置付け 

第五次推進計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」*1第９条に基づき、策

定します。 

本計画は、国、東京都の計画*2 との整合性を図りつつ、新宿区教育ビジョンの取組

の一つである「子ども読書活動の推進」の実現に向けて策定します。 

また、施策や個別事業の実施に当たっては、新宿区子ども・子育て支援事業計画等

と連携し、関係機関と十分に協力して推進します。（図１参照） 

*1 以下、「法」という。 

*2 国は法８条により「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」、東京都は法９条により

「第三次東京都子供読書活動推進計画」を策定している。 

 

図１ 第五次推進計画の位置付け 
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（３） 計画の体系 

第五次推進計画は、これまでの取組状況と第四次推進計画の検証を踏まえて「基本目

標」を「自ら読書を楽しみ、学び、成長する新宿の子どもたち」とします。 

計画の体系は、その達成に向けた「３つの基本方針」と「３つの具体的な取組の方向

性」、「２２の施策」、「６４の個別事業」による構成とします。（図２参照） 

 これまでの取組状況と課題、策定の方向性は第 2 章、第 3 章、計画体系の各項目は

第 4章で詳述します。 

  

図２ 第五次推進計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 計画の期間 

第五次推進計画は、令和２（2020）年度から令和５（2023）年度までの４年間を計画

期間とします。 

 

（５） 計画の対象 

第五次推進計画は、０歳からおおむね１８歳までの子どもを対象にします。 

基本目標 
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第２章 

 

子どもの読書活動の推進に向けて 

現状と課題、目指す方向性 
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第２章 子どもの読書活動の推進に向けて 現状と課題、目指す方向性 
 

１ これまでの新宿区の取組状況 

新宿区は、平成１５年度に「新宿区子ども読書活動推進計画」を策定以来、子ども

の読書環境整備と読書活動支援を推進してきました。 

 

（１） 新宿区の計画策定状況 

次の計画により、乳幼児期から本への関心を高める事業、区立図書館の団体貸出を活

用し、学校や子育て関係施設＊等で読書に親しめる環境づくり、区立学校における朝読

書の定着、蔵書充実や司書配置等による学校図書館の機能充実を着実に推進しました。 

       ＊ 以下、子ども総合センター、児童館、学童クラブ等を「子育て関係施設」という。 

① 「新宿区子ども読書活動推進計画」   （平成１５年度～平成１９年度）  

② 「第二次新宿区子ども読書活動推進計画」（平成２０年度～平成２３年度） 

③ 「第三次新宿区子ども読書活動推進計画」（平成２４年度～平成２７年度） 

④  「第四次新宿区子ども読書活動推進計画」（平成２８年度～令和元年度） 

  

（２） 第四次新宿区子ども読書活動推進計画」（平成２８年度～令和元年度）の取組 

第三次推進計画の「３つの視点」を継承して全６４事業を推進し、「５つの数値目標」

のうち４つが目標値を上回りました。取組の成果は、以下のとおりです。 

 

〔視点１〕家庭、地域ぐるみの読書環境・読書活動の充実      １１事業 

 

①  区立図書館 

〇 新規事業の「新宿子育てメッセへにおける区立図書館の周知」や家庭読書の

推進事業のほか、保健センターと連携して「絵本でふれあう子育て支援」に取り

組みました。 

〇 図書館サポーターへの研修も行いました。 

     

②  学校、幼稚園・子ども園 

〇 「家庭教育講座」等により、保護者に読書の大切さを周知しました。 

 

③  子育て関係施設 

〇 幼児サークル向けの読み聞かせに取り組みました。 
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〔視点２〕 区立図書館、子育て関係施設の読書環境・読書活動の充実  41 事業 

 

① 区立図書館                            

〇 平成２９年３月に下落合図書館を開設し、読書環境の充実を図りました。 

〇 新規事業として、地域資料コーナーの設置や東京オリンピック・パラリンピ

ック関連の図書展示、夏目漱石関連事業等を全館で実施しました。 

〇 団体貸出の充実を図り、これまで利用のなかった施設への拡充に取り組みま

した。 

〇 図書館情報システムを更新し、図書館ホームページに「こどもページ」を作り

ました。 

 

  ② 幼稚園・保育園・子ども園 

〇 書架や採光を工夫し、子どもたちに親しまれる絵本コーナーの充実に取り組

みました。 

〇 資料購入と区立図書館の団体貸出の活用により、子どもの年齢に応じた絵本

や子どもたちが興味を持つ資料を取り揃えました。 

〇 日頃から読み聞かせや貸出を行い、保護者に家庭での読書の大切さを周知し

ました。  

 

③ 子育て関係施設                           

〇 子ども総合センターや児童館では、子どもと本との出会いが身近となるよう、

図書室の整備や蔵書の充実を図るとともに、読み聞かせにも取り組みました。 

〇 区立図書館の団体貸出や出張お話し会を活用し、事業の充実を図りました。 
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〔視点３〕 学校における読書環境・読書活動の充実         １２事業 

 

①  学校図書館の機能充実  

〇 学校図書館は、学校教育において欠くことのできない基礎的な設備であり、学

校の教育課程の展開に寄与するとともに、児童又は生徒の健全な教養を育成する

ことを目的としており、「読書センター」＊1、「学習センター」＊2、「情報センター」

＊3の 3 つの機能があります。 

＊１「読書センター」自由な読書活動や読書指導の場としての機能。 

＊２「学習センター」 自主的・自発的かつ協働的な学習活動を支援し、授業内容を豊かにしてその理解を深めたりする機能。 

＊３「情報センター」児童・生徒や教職員の情報ニーズに対応し、情報収集・選択・活用能力を育成する機能。 

〇 学校図書館が学校教育の中核的な役割を果たし、カリキュラムに活用できるよ

う、蔵書を充実させました。学校図書館の目的を達成するため、「読書センター」、

「学習センター」、「情報センター」の機能を充実しました。 

〇 学校図書館検索システムを活用し、効率的・効果的な蔵書管理を行っています。 

 

②  学校支援員の全校配置 

〇 区立小・中学校では、司書教諭や司書等の資格を有する学校図書館支援員を全

校に配置（週２回程度）しています。 

〇 児童・生徒の年齢や発達に応じた読書案内やレファレンス（お薦めの本の紹介

や調べ学習に必要な資料・情報などの案内）を行い、学校図書館の機能充実に寄

与しました。 

〇 区立図書館と連携を図り、団体貸出の学習支援便を授業の資料に活用しました。  

 

③  学校図書館の放課後等開放 

〇 計画期間中、学校図書館の放課後等開放のモデル実施に取り組みました。 

令和元年度より区立小学校全２９校で本格実施しました。 

    

④ 朝読書の充実 

〇 全ての区立小・中学校で朝読書の取組を継続して実施しました。 

〇 朝読書を始める前に読み聞かせや図書紹介を行ったり、課題図書を設定するな

ど、各校で様々な工夫が行われました。 
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 第四次推進計画の数値目標の推移                      

 第四次推進計画の数値目標１～３及び５について、当初の目標値を上回ったことから、

目標値を更新しました。 

 また、他の計画や統計資料との整合性を図るために、平成３０年度以降の実績について

は基準日を３月末としました。 

 

 数値目標 1  区立図書館の子どもの延べ利用人数の増加（区内在住の貸出利用人数延べ数） 

 

平成３０年度実績と平成２７年度実績の合計を比較すると約５１，１００人増加しまし

た。小学生以下は約４５，８００人増加しましたが、中・高校生等は約５，３００人の増

加に止まりました。 

 

 数値目標２  区立図書館における子どもの年間貸出数の増加（区内在住の個人貸出冊数延べ数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度実績と平成２７度実績の合計を比較すると約９９，０００冊増加しまし

た。小学生以下は約９５，３００冊増加しましたが、中・高校生等は約３，６００冊の増

に止まりました。 

平成27年度実績
＊計画策定時基準値

平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績

策定当初目標値 更新後

年度

令和元年度　目標値
（更新）

平成28年1月末 平成29年1月末 平成30年1月末 平成31年3月末
令和2年3月末

１６０，０４３人１２２，２６７人 １４７，２３４人 １０２，０００人小学生以下 １０１，５１７人 １０７，９７１人

中学生 １２，７８８人 １３，４７８人 １４，６５０人 １６，９６３人 １４，５００人 １７，９１２人

高校生等 ７，２７５人

１２１，５８０人

７，６００人 ８，７９３人７，３２６人 ７，９２６人 ８，４４７人

１２４，１００人 １８６，７４８人１２８，７７５人 １４４，８４３人 １７２，６４４人合計

平成27年度実績
＊計画策定時基準値

平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績

策定当初目標値 更新後

年度

令和元年度　目標値
（更新）

平成28年1月末 平成29年1月末 平成30年1月末 平成31年3月末
令和2年3月末

４９５，９５８冊４３５，５１８冊 ４７０，５４９冊 ３８４，５００冊小学生以下 ３７５，２７４冊 ３９２，９７３冊

３７，６９８冊 ３７，５００冊 ３８，６７８冊中学生 ３２，８６９冊 ３２，８１４冊 ３５，８４１冊

１６，８３３冊

合計 ４２４，９７６冊

１７，６００冊 １７，６００冊１５，６６９冊 １６，６２２冊 １５，６５０冊高校生等

４３９，６００冊 ５５２，２３６冊４４１，４５６冊 ４８７，９８１冊 ５２３，８９７冊
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 数値目標３  区立図書館における団体貸出冊数の増加 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度実績と平成２７年度実績を比較すると約１７，０００冊増加しました。 

 

 数値目標４  区立図書館における団体貸出の利用率の増加 

 

 

 

これまで利用のなかった施設等に団体貸出の利用率の拡充を図り、平成３０年度実績

と平成２７度実績を比較すると利用率が１．７ポイント増加しました。 

＊団体貸出の利用率 区内の学校や幼稚園、保育園、子ども園、子育て関係施設等、団体貸出の対象施設

のうち、実際に利用している施設の割合 

 

 数値目標５  区立小・中学校の児童・生徒の不読者率＊の減少 

 

 

 

 

＊不読者率とは、１か月間に１冊も読んでいない児童・生徒の役割をいう。 

区立学校の朝読書や学校図書館の充実等の効果により目標を達成しました。 

  

平成27年度実績
＊計画策定時基準値

平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年実績値

※利用率 71.9% 73.6% 75%

年度

令和元年度　目標値

平成28年1月末 平成31年3月末 令和2年3月末平成29年1月末 平成30年1月末

70.8% 73.3%

平成27年度実績
＊計画策定時基準値

平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績

策定当初目標値 更新後
平成29年1月末 平成30年1月末

５７，０００冊 ６９，１８６冊

平成28年1月末

４７，７３５冊 ６４，６８６冊

年度

令和元年度　目標値
（更新）

平成31年3月末
令和2年3月末

団体貸出数 ５７，６０９冊 ５７，８６８冊

平成27年度実績
＊計画策定時基準値

平成28年度実績 平成29年度実績 平成30年度実績

平成28年1月末 平成29年1月末 平成30年1月末 平成31年3月末

小学生 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% ２％以下 ０．１%以下

中学生 0.9% 0.2% 0.2% 0.1% ５％以下 ０．１%以下

年度
令和元年度　目標値

令和2年3月末
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２ 第五次推進計画策定にあたっての留意点 

 第四次推進計画では、計画期間中に区立図書館の利用は増加しましたが、小学生以下

が大きく増加し、中学生は少し増え、高校生等は若干、増加しました。 

国は、全国的に小・中学生までの不読者率は改善傾向にある一方、高校生は依然とし

て高いとし、新宿区でも同じ傾向が見られました。国は、この背景に中学生までの読書

習慣の形成が不十分なことやスマートフォンの普及等による子どもの読書環境の変化

があると分析し、発達段階ごとの効果的な取組を推奨しています。 

また、東京都も成長発達段階別の取組を推進しており、新しい学習指導要領＊（平成

２９年度告示）では、学校図書館を活用して児童・生徒の自主的・自発的な学習活動や

読書活動を充実するとしています。 

第五次推進計画は、このような時流の変化と国や東京都、学習指導要領の方針を踏ま

えて、発達段階等に応じた支援を推進し、「家庭読書の推進」と「中・高校生等向け読書

支援の充実」を重点的に取り組むこととしました。 

また、計画策定の基礎調査としてアンケートを行い、子どもたちの読書状況等を調査

し、課題の把握と分析を行いました。 

＊ 学校教育法施行規則に基づき、幼稚園から高校まで、全国どこでも同じ水準の教育を受けられるこ

とを目標に、国が定めた基準をいう。 

  

（１） 子どもの読書環境を取り巻く社会情勢の変化 

情報化社会が急速に進展し、子どもの読書環境が大きく変化しています。 

特にスマートフォン等を通じてインターネット上の文章を読んだり、情報を検索し

たりすることが日常生活に定着しています。学校でも情報通信手段を活用した授業が

行われ、子どもたちがインターネット等を利用する機会が飛躍的に増えています。 

紙の本だけでなく、電子情報も読書の対象となり、情報が氾濫する社会の中で読書

環境を取り巻く社会情勢が変化しています。 

    

（２） 国・東京都の動向と学習指導要領の改訂 

   ① 国の動向 

第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（平成３０年４月施行）では、

小・中学生の不読率は、中長期的には改善傾向にありますが、高校生の不読率は依然

として高いことを課題としています。 

その要因に、「中学生までの読書習慣の形成が不十分」、「高校生になり読書の関心度

合いの低下」、「スマートフォンの普及等による子供の読書環境への影響の可能性」等

があると分析し、その方策として、「読書習慣の形成に向けて、発達段階ごとの効果的
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な取組を推進すること」、「友人同士で本を薦め合うなど、読書への関心を高める取組

を充実すること」、「情報環境の変化が子供の読書環境に与える影響に関する実態把

握・分析を行うこと」をポイントとしています。 

 

 ② 東京都の動向 

現行の「第三次東京都子供読書活動推進計画」（平成２７年度～令和元年度）は、

計画の目指すものとして、「不読率の更なる改善」、「読書の質の向上」、「読書環境の

整備」を掲げています。 

特に、「読書の質の向上」は、一人ひとりの興味・関心に合った本を読み、読書の

幅を広げ、読解力をつけるための「読む本の質の向上」、及び読書に喜びを感じたり、

目的をもって本を読んだり、考えを深めたり他人に伝えたりするための「読書に主体

的に関わる態度の育成」を図ることとして、新たに加えたものです。 

また、読書活動に直接関わる取組を実施する主体間で確実に連携し、効果的に実施

できるよう、計画を「乳幼児」、「小・中学生」、「高校生等」、「特別な支援を必要とす

る児童・生徒」の成長段階別の構成とし、各段階の取組方針を明確にしました。 

   

③ 学習指導要領の改訂（平成２９年度告示） 

今回の改訂では、総則において「学校図書館を計画的に利用しその活用を図り、児

童・生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生かすとともに、児

童・生徒の自主的、自発的な学習活動や読書活動を充実すること」としています。 

更に、「地域の図書館や博物館（中略）等の施設の活用を積極的に図り、資料を活用

した情報の収集を積極的に図ること」としており、これらを視野に入れて事業を推進

する必要があります。 
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（３） 子ども読書活動に関するアンケート調査の結果 

第五次推進計画の基礎調査としてアンケートを実施し、子どもたちの読書状況の現

状を調査しました。 

 

① 家庭での読書状況アンケート 

実施時期：令和元年６月１日～６月９日 

実施場所：新宿区立こども図書館内及び新宿子育てメッセ会場 

回 収 数：計１３４人 

子ども：５０人（０歳～５歳 ２４人、６歳～１２歳 ２６人） 

大 人：８４人  

内 訳：こども図書館   ：子ども ４４人 大人 ５９人 計１０３人 

新宿区子育てメッセ：子ども  ６人 大人 ２５人 計 ３１人 

アンケート内容…資料編参照  

 

家庭での読み聞かせや図書館の利用状況を把握するため、こども図書館内と多く

の親子が来場する新宿子育てメッセの区立図書館コーナーで実施しました。 

なお、未就学児等の子どもの回答は保護者が代筆したものもあります。 

 

📖 本が好きな子どもと大人の割合について 

本が「大好き」な子どもは６８．０％、大人は４４．０％、「好き」な子どもは、

２４．０％、大人は４５．２％でした。「嫌い」という回答は、子どもの１人でした。 

このことから、図書館を利用している子どもや大人は、「本が大好き」又は「好き」

な人の割合が高いことが分かります。 

 

図表１－１：子ども あなたは本や絵本が好きですか   単位（件） 

 

 

図表１－２：大人 あなたは本が好きですか        単位（件） 

 

大好き 好き 普通 嫌い 回答数　計

34 12 3 1 50

68.0% 24.0% 6.0% 2.0% 100.0%

子ども　計

大好き 好き 普通 嫌い 回答数　計

37 38 9 0 84

44.0% 45.2% 10.7% 0.0% 100.0%

大人　計
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📖 区立図書館の利用状況について 

区立図書館を「毎週」利用する子どもは４２．０％、大人２０．２％、「月に１～

２回」利用する子どもは５０．０％、大人５９．５％となっています。 

いずれも「本が大好き」「好き」という人の比率が高く、本好きな家庭は、子ども

も大人も区立図書館を定期的に利用しています。 

    

図表２－１：こども 「としょかんを利用していますか」    単位（件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図表２－２：大人 「図書館を利用していますか」       単位（件） 

 

 

 

📖 家庭での読み聞かせ状況について 

家の大人に「よく本を読んでもらう」子どもは６０．０％（３０人）、うち２９人

が「本が大好き」又は「好き」な子どもです。家庭で「子どもによく本を読む」大人

は６５．５％（５５人）、うち４９人が「本が大好き」又は「好き」な大人です。      

大好き 好き 普通 嫌い 計 ％

毎週 12 4 1 0 17 20.2%

月1～２回 17 27 6 0 50 59.5%

2～３カ月に1回 6 4 2 0 12 14.3%

半年に1回 0 2 0 0 2 2.4%

年に1回 0 0 0 0 0 0.0%

利用したことがない 0 0 0 0 0 0.0%

今回 1回目 1 1 0 0 2 2.4%

無回答 1 0 0 0 1 1.2%

37 38 9 0 84

44.0% 45.2% 10.7% 0.0% 100.0%
100%大人　計

だいすき すき ふつう きらい 　計 ％

毎週 18 1 2 0 21 42.0%

月1～２回 14 10 1 0 25 50.0%

2～３カ月に1回 1 0 0 1 2 4.0%

半年に1回 0 1 0 0 1 2.0%

年に1回　 0 0 0 0 0 0.0%

利用したことがない 0 0 0 0 0 0.0%

はじめて 1 0 0 0 1 2.0%

無回答 0 0 0 0 0 0.0%

34 12 3 1 50

68.0% 24.0% 6.0% 2.0% 100.0%
子ども　計 100%
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また、「時々読んでもらう」子どもが２８．０％（１４人）、うち１１人が「本が大

好き」又は「好き」です。「時々読む」大人は２５．０％（２１人）、うち２０人が「本

が大好き」又は「好き」と回答しています。図書館を利用し、本が好きな大人でも、

日常の忙しさ等で、なかなか読み聞かせの時間が確保できない状況が分かりました。  

 

図表３－１：こども「家の大人の人から本を読んでもらうことはありますか」単位（件） 

 

 

 

 

 

 

 

図表３－２：大人 「家でお子さんに本を読んであげていますか」  単位（件）

 

図表３－３：大人 「家で本を読まない理由は何ですか」     単位（件）  

  

大好き 好き 普通 嫌い 計 ％

よく本を読む 30 19 6 0 55 65.5%

時々読む 5 15 1 0 21 25.0%

あまり読まない 0 1 0 0 1 1.2%

全く読まない 1 2 1 0 4 4.8%

無回答 1 1 1 0 3 3.6%

37 38 9 0 84

44.0% 45.2% 10.7% 0.0% 100%
100%小計

大好き 好き 普通 嫌い 回答数

0 0 0 0 0

0 1 0 0 1

3 14 2 0 19

0 1 0 0 1

1 4 1 0 6

0 0 0 0 0

4 20 3 0 27

0% 100%74.1% 11.1%

子どもに読んであげる
方法がわからない

本以外にも楽しんで
いることがあるから

その他

大人　小計
14.8%

興味のある本がなかった

読みたい本がわからない

時間がなく、忙しいから

だいすき すき ふつう きらい 　計 ％

よく本を読んでもらう 22 7 1 0 30 60.0%

ときどき読んでもらう 8 3 2 1 14 28.0%

あまり読んでもらわない 3 2 0 0 5 10.0%

読んでもらったことがない 1 0 0 0 1 2.0%

無回答 0 0 0 0 0 0.0%

34 12 3 1 50

68.0% 24.0% 6.0% 2.0% 100.0%
100.0%子ども　計
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📖 家族と本について話し合う状況について 

家族で本について「よく話をする」子どもは３０．０％、「時々話をする」子ども

は４２．０％でした。 

「よく話をする」大人は２６．２％、「時々話をする」大人は４６．４％で、約７

割の回答者が本について家族と話す機会があり、一緒に本を読んだり、お互いに読み

あったり、感想を話し合うなど、家庭で読書を楽しんでいる様子が分かりました。 

一方、本好きで、図書館を利用していても、家族で本について「あまり話をしない」

子どもは２０．０％、大人は２２．６％でした。 

 

図表４－１ こども 「家族で本について話をしますか」      単位（件） 

 

 

 

 

 

 

 

図表４－２：大人 「家族で本について話をしますか」       単位（件） 

 

図表４－３：大人 「お子さんとどのように本を楽しんでいますか」 単位（件） 

 

 

 

 

 

 

 

大好き 好き 普通 嫌い 計 ％

よく話をする 17 5 0 0 22 26.2%

時々話をする 20 16 3 0 39 46.4%

あまり話をしない 0 14 5 0 19 22.6%

まったく話をしない 0 2 0 0 2 2.4%

無回答 0 1 1 0 2 2.4%

37 38 9 0 84

44.0% 45.2% 10.7% 0.0% 100.0%
100%小計

大好き 好き 普通 嫌い 回答数　計 ％

9 8 2 0 19 19.8%

2 1 0 0 3 3.1%

23 25 6 0 54 56.3%

7 7 1 0 15 15.6%

3 1 1 0 5 5.2%

44 42 10 0 96

0% 100%45.8% 43.8% 10.4%
100.0%

お互いに読み合う

登場人物のセリフを
役割分担して言い合う

一緒に同じ本を読む

感想を言い合う

その他自由記入

小計

だいすき すき ふつう きらい 小計 ％

よく話をする 12 2 1 0 15 30.0%

ときどき話をする 12 7 1 1 21 42.0%

あまり話をしない　 7 2 1 0 10 20.0%

ぜんぜん話をしない 2 1 0 0 3 6.0%

無回答 1 0 0 0 1 2.0%

34 12 3 1 50

68.0% 24.0% 6.0% 2.0% 100.0%
100.0%子ども　計
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📖 好きな本や、よく読み聞かせをする本について 

また、「子どもが好きな本」、「大人がよく読み聞かせをする本」は、新しい本もあ

りますが全体として古くから読み継がれてきた本が多く、親が子どもの頃に好きだっ

た本を子どもに読み、子どももその本を好きになっていく様子が感じられました。 

 

アンケート結果からは、図書館をよく利用する家庭では、子どもと大人が一緒に読

み聞かせや読書を楽しみ、一緒に本を読んだり、感想を話し合うなど工夫して、家庭

で読書習慣が育まれていく様子が見られました。一方、図書館を利用し、本好きな大

人であっても、忙しさ等で読み聞かせの時間が確保できない状況もわかりました。 

今後、より多くの方に区立図書館での読み聞かせや講演会等に参加していただける

よう周知や情報提供を行い、家庭での読み聞かせの普及を図ります。 

また、地域、図書館、学校等との連携により、幼い段階から様々な本と出会うこと

ができる環境づくりを推進していきます。 
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② 中・高校生等の読書状況アンケート 

実施時期：令和元年６月１日～６月２５日 

実施場所：新宿区立牛込第三中学校（中学２年生） 

     海城学園（中学２年生及び高校２年生）  

     保善高等学校     （高校２年生） 

     都立新宿山吹高等学校 （単位制学校のため高校２年生相当） 

回 収 数：計８１１人  

アンケート内容…資料編参照 

 

中・高校生等の読書状況を把握し、読書活動の充実を図る基礎調査として、区内の中

学校２校と高校３校の協力を得て、アンケート調査を実施しました。 

 

📖 中・高校生等の読書状況について 

「読書が好き」が４８．１％、「普通」が４５．３％、「嫌い」６．７％でした。 

また、「好きな本や、前に読んで印象に残った本がある」については、７４．６％

が「ある」と回答しました。 

好きな本は、小説や若者向けのライトノベル＊等のほか、学校の推薦図書も多く見

られました。 

＊ライトノベルとは、表紙や挿絵にアニメ調のイラストを多用している若年層向けの小説をいう。

「ライトノベル完全読本」日経ＢＰ社刊 

 

図表 5－1 「あなたは、読書は好きですか」   単位（件） 

 

 

図表５－２ 

「好きな本や、前に読んで印象に残った本（雑誌、マンガ、参考書、電子書籍を 

含む）はありますか」                         単位（件） 

 

 

 

 

 

好き 普通 嫌い 回答数　計

367 54 811

48.1% 45.3% 6.7% 100%

390

好き 普通 嫌い 計 ％

ある 340 242 23 605 74.6%

ない 37 98 27 162 20.0%

無回答 13 27 4 44 5.4%

合計 390 367 54 811 100%
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📖 中・高校生等の「本の情報の入手先」について 

本の情報の入手先（複数回答）については、１，６３１件の回答がありました。 

そのうち、「書店」が２６．５％で最も多く、次いで「インターネット」２３．７％、

「友人」が１２．６％となっています。 

一方、「学校図書館」は８．２％、「区立図書館」は６．６％となっており、図書館

以外の情報源が多くなっています。 

また、「本が好き」、「普通」な生徒は「学校の推薦図書リスト」や「新聞・雑誌」を

挙げています。本の紹介や新聞・雑誌を活用した情報提供は、中・高校生向けの支援

項目として重要です。 

    

図表６ 「本の情報をどこで手に入れますか」（複数回答可）     単位（件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
📖 中・高校生等の「区立図書館・学校図書館の利用状況」について 

今回のアンケートでは区立図書館を「毎週利用する」生徒が２．７％、「月１～２

回」が５．７％、「利用したことがない」生徒が６０．０％でした。 

なお、図表７－３「本を読まない・読まなかった理由」を見ると、「めんどうくさ

いから」３２．５％、「受験勉強や部活で忙しい」３１．４％、「興味のある本がなか

った」１７．８％、「読みたい本が分からない」１４．７％、の順でした。 

区立図書館の利用状況の理由と直結はしませんが、このような状況への対応が今後、

必要です。 

好き 普通 嫌い 計 ％

207 164 15 386 23.7%

50 46 5 101 6.2%

119 78 8 205 12.6%

278 144 10 432 26.5%

67 37 3 107 6.6%

11 7 1 19 1.2%

18 10 3 31 1.9%

92 40 2 134 8.2%

50 33 1 84 5.2%

45 23 1 69 4.2%

2 4 3 9 0.6%

8 21 25 54 3.3%

947 607 77 1,631 100%

インターネット

ツイッター

友人

新聞・雑誌

その他

ない

回答　計

書店

区立図書館

区立図書館のホームページ

区立図書館の推薦リスト

学校図書館

学校図書館の推薦リスト



21 
 

一方、学校図書館の利用状況は「毎週利用する」生徒が１４．４％、「月１～２回」

が１５．４％あり、「利用したことがない」生徒は３９．６％でした。中学校や高校

の協力を得ながらニーズを把握し、相互に協力していくことが必要です。 

 
図表７－１ 「区立図書館を利用していますか」          単位（件）  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
図表７－２ 「学校図書館を利用していますか」          単位（件） 

 
図表７－３「本を読まない・読まなかった理由は何ですか」（複数回答可） 単位（件） 

 
。 

 

好き 普通 嫌い 回答数 ％

104 12 1 117 14.4%

85 37 3 125 15.4%

35 36 1 72 8.9%

10 21 3 34 4.2%

27 42 5 74 9.1%

120 168 33 321 39.6%

9 51 8 68 8.4%

390 367 54 811 100%

月1～２回

2～３カ月に1回

半年に1回

年に1回

利用したことがない

毎週

合計

無回答

好き 普通 嫌い 回答数 ％

17 51 12 80 17.8%

11 39 16 66 14.7%

36 92 13 141 31.4%

17 93 36 146 32.5%

1 11 4 16 3.6%

82 286 81 449 100%

めんどうくさいから

字が小さいから

興味のある本がなかった

読みたい本がわからない

受験勉強や部活動で忙しい

合計

好き 普通 嫌い 計 ％

12 10 0 22 2.7%

27 17 2 46 5.7%

29 20 0 49 6.0%

22 19 3 44 5.4%

34 45 5 84 10.4%

238 208 41 487 60.0%

28 48 3 79 9.7%

54 811 100%合計 390 367

毎週

月1～２回

2～３カ月に1回

無回答

半年に1回

年に1回

利用したことがない
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学校図書館を利用していますか 新宿区立図書館を利用していますか 

 

 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

📖 「新宿区立図書館でどのような本を読みたいか」について 

図表８－１のジャンル別では「小説」が２５．５％で最も多く、次いで「マンガ」

１９．０％、「ライトノベル」が１０．９％、「部活や趣味の本」１０．０％、「学習

参考書」９．０％、「調べ学習の本や課題図書」８．８％の順でした。 

図表８－２の分類別では、「歴史」が１４．４％で最も多く、「哲学」が９．５％、

「芸術」９．０％、「社会科学」と「スポーツ」が８．５％の順になっています。 

 

図表８－１ 「新宿区立図書館にどのような本があるといいですか」 

（ジャンル別：複数回答可）            単位（件） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

好き 普通 嫌い 回答数 ％

260 138 11 409 25.5%

111 56 7 174 10.9%

81 54 6 141 8.8%

78 58 8 144 9.0%

81 69 10 160 10.0%

37 27 4 68 4.2%

30 19 4 53 3.3%

23 25 3 51 3.2%

163 124 18 305 19.0%

56 33 6 95 5.9%

3 0 0 3 0.2%

923 603 77 1,603 100%回答　計

学習参考書

部活や趣味の本

進学・就職の本

悩みや生き方のヒントの本

多言語・母国語の本

小説

ライトノベル

調べ学習の本や課題図書

マンガ

雑誌

その他

毎週,

14.4%

月1～２回

15.4%

2～３カ月に1回

8.9%

半年に1回, 

4.2%年に1回 9.1%

利用したこ

とがない,

39.6%

無回答

8.4%
毎週 2.7% 月1～２回, 

5.7%

2～３

カ月に

1回

6.0%

半年に1回

5.4%

年に1回

10.4%
利用したこ

とがない

60.0%

無回答, 

9.7%
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図表８－２ 「新宿区立図書館にどのような本があるといいですか」 

 （分類別 複数回答可）             単位（件） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
📖 中・高校生等の「区立図書館のイベント参加」について（複数回答可） 

「イチオシ本の紹介やＳＮＳ等での情報発信」が２８．４％で最も多く、次いで「図

書購入ワークショップ等」が２５．７％、「図書館を利用した交流事業」が１９．９％、

「イベント企画及び参加」が１３．５％でした。 

図表８－３ 「区立図書館のイベント参加について」複数回答 

 

 

アンケートからは、中・高校生等にとって本は遠い存在でなく、書店、インターネッ

ト、友人等から本の情報を入手している状況が分かりました。それに対し、本との出会

いの場としてあるはずの学校図書館や学校図書館の利用は少ないようです。 

アンケートで分かった中・高校生等が読みたいと思う本のテーマや、参加してみたい

イベントの結果などを事業の参考としていきます。 

好き 普通 嫌い 回答数 ％

37 40 30 107 12.5%

121 56 43 220 25.7%

94 90 59 243 28.4%

41 46 28 115 13.5%

80 53 37 170 19.9%

373 285 197 855 100%

図書館内のサークル活動

図書購入ワークショップ等

イチオシ本紹介やＳＮＳ等で
の情報発信

イベント企画及び参加

図書館を利用した交流事業

回答　計

好き 普通 嫌い 回答数 ％

哲学 25 12 2 39 9.5%

宗教 16 15 2 33 8.0%

歴史 35 23 1 59 14.4%

社会科学 25 9 1 35 8.5%

自然科学 17 15 1 33 8.0%

芸術 20 17 0 37 9.0%

スポーツ 8 25 2 35 8.5%

その他 83 53 4 140 34.1%

合計 229 169 13 411 100%
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３ 今後の取組課題と第五次推進計画の方向性 

  

（１） 3 つの取組課題 

① 子どもの読書習慣を育むための家庭や身近な読書環境の整備     

これまでの取組で地域での読書環境は一定の整備が図られ、家庭への周知も行われて

きました。一方、以下の課題があります。 

 

〇 全ての子どもたちが読書に親しむことができるよう、自主的に読書活動ができる

環境の充実が引き続き必要です。 

 

② 子どもの発達段階等に応じた支援の充実 

第一次推進計画から、区は年齢に応じて乳幼児から中・高校生等まで途切れることの

ない読書支援に取り組んできました。一方、以下の課題があります。 

 

〇 小学生までは区立図書館を活発に利用していますが、中・高校生等になると減少

する傾向があるため、中学生までの間に読書習慣を醸成することが必要です。 

〇 今後は、乳幼児、小学生、中・高校生等と発達段階等に応じて変化していく読書

活動の具体的な取組方針を明確にし、支援の充実を図る必要があります。 

〇 区立学校では、学校図書館の「読書センター」、「学習センター」、「情報センター」

機能の強化を図り、学校教育の中核施設として充実する必要があります。 

 

③ 関係機関の連携による子ども読書活動の推進基盤の整備 

これまでの取組で区立図書館の団体貸出を通じて関係機関の連携を推進し、協力し

て計画の趣旨普及や情報発信に取り組んできました。一方、以下の課題があります。 

 

〇 子どもたちが地域のより身近な場所で読書や読み聞かせを楽しむことができる

ように、関係機関が一層連携し、地域全体で読書活動を推進する基盤の整備と人材

育成が必要です。 

〇 子どもの読書活動に関する情報が一目で分かるよう、情報の収集と発信が必要 

です。 

〇 子どもの読書活動の現状把握と分析が必要です。 
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（２） 第五次推進計画の目指す方向性 

第五次推進計画では、このような課題解決に向けて、３つの方向性に取り組みます。 

①  読書環境の更なる充実 

〇 区立図書館は、引き続き読書環境の充実と利用促進を図ります。 

〇 学校図書館は、自由な読書活動や読書指導を行う「読書センター」機能の充実に

取り組み、小学校の放課後等開放を推進します。 

〇 幼稚園・保育園・子ども園は、絵本コーナーの充実と読み聞かせを推進します。 

〇 子育て関係施設は、図書コーナーの整備、蔵書の充実、読み聞かせを推進します。 

〇 関係機関が連携して、家庭での読書の大切さを保護者に周知します。 

    

②  発達段階等に応じた読書支援の更なる推進 

〇  乳幼児 読み聞かせで多くの本に触れ、本が好きになるようにします。 

〇 小学生  

低学年は、好きな本と出会い、たくさん読むことができるようにしていきます。 

高学年では、多様なジャンルの本と出会い、言語能力と表現力を高められるように

します。学校図書館は、自主的・自発的かつ協働的な学習活動を支援し、授業内容

を豊かにしてその理解を深めたりする「学習センター」機能の充実に取り組みます。 

〇 中・高校生等  

自己の向上につながるよう課題解決のための読書や学習が主体的にできるよう

にします。区立図書館では、蔵書やイベント等を充実し、利用促進を図ります。 

〇 特別な支援を必要とする子どもたち  

障害等のある子どもには、個々の状況に応じて必要な機材や資料の充実を図り、

読み聞かせの工夫を行っていきます。その他にも、区内の４病院*に入院している

子どもへの配本サービスを継続します。 

外国語を母語とする子どもには、外国語の絵本等の収集や日本語と外国語による

読み聞かせ等を行い、読書に親しむことができるようにしていきます。 

  * 東京山手メディカルセンター、東京医科大学病院、国立国際医療研究センター病院、東京女子医科大学病院

に区立図書館の絵本コーナーを置き、団体貸出制度で配本している。 

 

③ 子ども読書活動推進の基盤整備 

〇 区立図書館は、団体貸出の充実、図書館サポーターの読み聞かせ活動の充実、人

材育成、子どもの読書活動に関する情報の収集と発信に取り組みます。 

〇 学校図書館は、児童・生徒や教職員の情報ニーズに対応し、情報収集・選択・活

用能力を育成する「情報センター」機能の充実を図ります。教員や学校図書館スタ

ッフの研修や学校図書館の活用資料の作成に取り組み、活用します。 
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第３章 

 

計画の「基本方針」と 

「具体的な取組の方向性」 
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第３章 計画の「基本方針」と「具体的な取組の方向性」 

 

１ 基本目標 

   第五次推進計画では、家庭読書を推進し、発達段階等に応じた支援を充実することで

子どもたちが読書習慣を育み、読書活動を通じて「自ら読書を楽しみ、学び、成長する

新宿の子どもたち」となることを「基本目標」とします。 

 

２ ３つの基本方針と３つの具体的な取組の方向性 

 第五次推進計画は、「基本目標」の実現に向け「３つの基本方針」を設定し、その達成

のための「具体的な取組の方向性」に沿って事業を推進することとしました。 

 

基本方針 １ 

 

新宿区は、これまでの取組の中で全ての子どもがあらゆる機会と場所において自主

的に読書活動ができる環境整備を推進してきました。引き続き、充実を図ります。 

 

 

 

             地域、図書館、学校等との連携による読書環境・ 

読書機会の充実 

    

子どもが読書好きになるには、子どもの手の届く場所に本があることが大切です。

引き続き、図書館、学校のほか、幼稚園、子ども園、保育園、子ども総合センター、

児童館等が連携して読書環境と読書機会を充実していきます。 

また、子どもが読書習慣を身につけるために、各関係機関と家庭が連携し、家庭に

おける読書環境を整える取組を充実します。 

 

 

  

全ての子どもがあらゆる機会と場所において、自主的に 

読書活動ができる環境の充実 

取組の方向性 
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基本方針 ２ 

  

 子どもたちが自ら読書を楽しみ、学ぶ習慣を身に付けるためには、乳幼児期から青

年期（高校生等）に至るまで、子どもの成長や発達段階等に応じた支援や働きかけを

継続していくことが必要です。特別な支援を必要とする子どもには、個々の状況に寄

り添った読書支援が大切です。 

 

 

 

 

              

子どもの発達段階等に応じて、個別方針（１）～（４）を設定します。 

家庭や関係機関が子どもの発達段階等に応じて、どのような読書支援がふさわしい

か、目標や方向性を共有し、個々の状況に寄り添った読書活動の支援を推進します。 

  

読み聞かせで多くの本に触れ、本が好きになり、身近に 

感じることができるようにする。 
 

乳児は、保護者や周囲との関わりの中で人への信頼感を育み、成長していきます。

幼児になると様々なことに興味が広がり、他者の存在や生活のルールに気づき、自

立心が芽生え、基本的な生活習慣が形成されていきます。 

このような乳幼児期に「耳で親しむ読書」の読み聞かせを行うことは、子どもが

言葉を覚え、コミュニケーション能力が育つきっかけとなります。大人の愛情を感

じ、情緒面での健全な発育につながります。 

第五次推進計画では、乳幼児期に多くの絵本と出会い、「読書を好きになり、身近

に感じることができるようにする」取組や家庭への周知を推進します。 

 
 
 
 
 
 

全ての子どもに対する個々の状況に応じた読書活動の支援 

（１）乳幼児 

全ての子どもに対する発達段階等に応じた読書活動の

支援 
取組の方向性 
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目的を持って読書を行い、他人に伝えられるように 

する。 

 

〇 小学校低学年は、文字を覚え、言語能力や認識力が高まり、身の回りの様々なこ

とへの関心が増える時期です。 

「文字で親しむ読書」が始まり、小学校低学年では、自分で本を読むことができ

るようになることが大切です。「好きな本と出会い、たくさん読む」楽しさを覚え

るようになります。この時期には、個々の成長状況に合った読み聞かせも必要です。 

 

〇 小学校高学年は、自分のことを客観的に捉えられるようになり、自己肯定感を持 

ち始める時期です。多様な分野の本に接することで、社会への視野を広げ、自主性・

自発性を育むことが大切です。 

 

〇 それには、「読書を通じて作者や自己と向き合い、考え方を深める」、「読書で

得た喜びや感動を自分の言葉で表現し、感想を語り合い、文章にまとめる」、「本や

情報通信手段を活用して探究し、正しい情報を選択し、自分の考えを発表する」等、

「目的を持って読書を行い、他人に伝えられるようにする」ことが必要です。 

 

〇 また、子どもたちが友人同士で本を紹介し合い、多様な分野の本と出合うなど、

子どもたちが主体的に読書の楽しさを体験できるような支援や取組も重要です。 

 

第五次推進計画では、学校や区立図書館、子育て関係施設が連携して、「好きな本

と出会い、たくさん読む」から「目的を持って他人に伝えられる」読書へとつながる

取組を推進します。家庭への周知にも取り組みます。 

  

読書活動を通じて自己の向上につながるよう、課題解決 

のための読書や学習が主体的にできるようにする。 

     

〇 中学生は、思春期に入り自らの生き方を模索しはじめる時期です。 

読書を通じて他人に考えを伝え合う力、論理的な考え方、情報処理能力等を身に付け

るとともに読書を生活に役立て、自己の向上につなげることが大切です。 

〇 高校生等は、自己の確立や将来の進路等の課題を抱え、行動範囲も広まり、急激に

成長していく時期です。自分の将来や生き方を考えながら、よりよく課題を発見し、

解決していくために、主体的に読書し、学習することが必要です。受験勉強や部活動

等で多忙な中で読書を楽しむゆとりも大切です。  

（２）小学生 

 

（３）中・高校生等 
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〇 アンケートでは、書店やインターネット、友人から本の情報を入手し、読書して

いる様子が見られました。書店等では入手できない図書やデータベース等も提供し

ている区立図書館の魅力を中・高校生に周知し、利用促進を図ります。 

〇 中学校や高校と連携し、中・高校生等の意見を参考にして中・高校生向けの蔵書

の充実やイベント等を行い、読書支援を充実します。 

 

 

 

 

 

② 外国語を母語とする子ども 

読書に親しめるよう、外国語資料等を充実する。 

 

 読書活動に特別な支援を必要とする子どもには、学校や幼稚園、子ども園、保育園

等と区立図書館の連携・協力が必要です。 

また、特別な支援を必要とする子どもに対し、周囲の子どもたちの理解や共感が進

むような取組も大切です。 

 

① 障害等のある子ども 

子どもの個々の障害の状況に寄り添い、布絵本やマルチメディアデイジー＊、点字絵

本、点字雑誌、大活字本等の資料・機器を活用し、読み聞かせの工夫を行い、読書に親

しめるようにしていきます。区立図書館と学校、関係機関等の連携を図りながら、視覚

障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（令和元年法律第４９号）の趣旨を踏ま

えて推進します。 

また、区内の４病院に入院している子どもたちへの配本サービスの充実を図ります。 

 * 学習障害、知的障害、ディスレクシア（文字の認識が困難な障害）など、読みに困難を持つ方へ読書

支援をする録音図書。文字・音声・画像がパソコンで再生され、読み上げている文字がハイライトさ

れ、大きさや読む速さなどが変えられるので、個々の状況に応じた利用が可能である。 

 

  

（４）特別な支援

を必要とする 

子ども 

① 障害等のある子ども 

読書に親しめるよう、個々の状況に応じて支援する。 
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② 外国語を母語とする子ども 

区立図書館と学校等が連携を図りながら、外国語絵本等の資料収集・提供や、日本語

と外国語による読み聞かせ等を行い、読書に親しむことができるようにします。 

 

 

基本方針 ３ 

 

基本目標の達成に向けて、地域で子どもたちがより多くの本と出会えるよう、団体貸

出やボランティア活動の充実、情報収集、情報発信等を推進し、子ども読書活動の基盤

整備を図ります。 

 

 

 

 

 

〇 子どもたちが、地域の身近な施設でより多くの本と出会えるよう、団体貸出の更

なる充実の充実を図ります。 

区内では、区立図書館をはじめ、学校や幼稚園、子ども園、保育園、子育て関係施

設等で子どもの年齢に応じた読み聞かせを行っており、区立図書館で研修を受けた読

み聞かせサポーターが地域の様々な場所で読み聞かせができるようにします。 

また、ホームページを活用した情報収集、情報発信を推進し、人材育成を図ります。 

  

地域における子ども読書活動推進の推進基盤整備（団体貸出、

図書館サポーターの読み聞かせ活動、子ども読書活動情報の収

集・発信、人材育成等の充実） 

取組の方向性 

子ども読書活動推進の基盤整備 
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３ 数値目標の設定  

 事業の効果的な推進を図る指標として、次の５つの数値目標を設定します。 

 

数値目標１ 区立図書館の子どもの貸出冊数 

数値目標２ 絵本でふれあう子育て支援事業の読み聞かせ参加率 

数値目標３ 自主的に 1 日 30 分以上放課後等や家庭で本を読む子どもの割合 

数値目標４ 区立図書館を利用したことのある中・高校生等の割合の増加 

 数値目標５ 図書館サポーターの地域での読み聞かせ活動の充実 

 

数値目標１ 区立図書館の子どもの貸出冊数 

地域、図書館、学校等の連携による読書環境整備と読書機会の充実の指標とします。 

その成果指標として、次の３点を指標とします。 

 

〔関連施策〕 

施策１  区立図書館の読書環境の充実  

施策２  区立図書館の利用促進 

施策３  区立図書館の調べ学習支援の充実 

施策４  学校図書館の「読書センター」機能の充実 

＊〔新規事業追加〕「学校図書館の放課後等開放（小学校）」（再掲）      

施策５  幼稚園･保育園・子ども園等の読書環境の充実 

施策６  子育て関係施設等の読書環境の充実 

施策７  家庭読書の推進〔重点施策〕 

 

（１） 区立図書館の個人貸出冊数（区内在住）  

 

 

 

 

 

 

 

 

＊現状値は、男女共同参画推進センターを含む。   

 

 現状値（平成３０年度） 

平成３１年３月末 

目標値（令和５年度） 

令和６年３月末 

小学生以下 ４７０，５４９冊 ５２１，０００冊 

中学生 ３７，６９８冊 ４２，０００冊 

高校生等 １５，６５０冊 １９，０００冊 

合計 ５２３，８９７冊 ５８２，０００冊 
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（２） 区立図書館の登録者一人当たりの個人貸出冊数（区内在住）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 区立図書館の団体貸出冊数 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値目標２ 絵本でふれあう子育て支援事業の読み聞かせ参加率（０歳児・３歳児） 

保健センターでの乳幼児健康診査（０歳児・３歳児）の際に、区立図書館が絵本の配付

と地域ボランティアの読み聞かせを行い、図書館の利用方法や読み聞かせ日程等を周知

しています。多くの親子に参加してもらうことで、絵本の読み聞かせによるふれあいが

広がり、家庭での読書習慣を育むきっかけとなるよう乳幼児向けの指標とします。 

 

 〔関連施策〕 

施策８  区立図書館の読み聞かせ等の充実 

＊〔新規事業追加〕「プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会の実施」 

施策９ 幼稚園･保育園・子ども園等の読み聞かせ等の充実 

施策 10 子育て関係施設の読み聞かせ等の推進 

施策 11 家庭での読み聞かせ等の推進 

 

 

 

 

 

 現状値（平成３０年度） 

平成３１年３月末 

目標値（令和５年度） 

令和６年３月末 

小学生以下 ４０．４冊 ４３．０冊 

中学生 １６．４冊 １７．４冊 

高校生等 １０．９冊 １２．０冊 

現状値（平成３０年度） 

平成３１年３月末 

目標値（令和５年度） 

令和６年３月末 

団体貸出冊数 ６４，６８６冊 ７０，０００冊 

現状値（平成３０年度） 

平成３１年３月末 

目標値（令和５年度） 

令和６年３月末 

０歳児 ８８．６％ ９０．０％ 

３歳児 ９２．８％ ９４．０％ 
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  子育て家庭のライフスタイルの多様化に伴い、読み聞かせの時間を持てる家庭がある

一方で、十分な時間を持てない家庭もあるため、読み聞かせの回数の増加など量的な数

値目標は設定しないこととしました。 

この項の目標については、多様な種類の本の提供や読み聞かせの機会を充実し、本の

紹介や読書相談、読み聞かせに関する講座等の情報を提供し、家庭での読み聞かせの質

の向上を図るとともに、幼い段階から様々な本と出会う環境づくりを推進することを目

指します。 

 

 

数値目標３ 自主的に 1 日 30 分以上放課後等や家庭で本を読む小学生の割合 

（朝読書・授業を含まない） 

小学生は、朝読書や授業で読書を日常的に行うことで読書に親しむ機会が増え、次第

に読書感想文や調べ学習などの目的を持った読書に進む時期です。 

そこで、学校図書館の放課後等開放の活用や家庭読書の推進により、自主的に放課後等

や家庭で本を読む子どもの割合＊を指標とします。 

 

 〔関連施策〕 

施策 12 区立図書館での小学生向け読書活動支援の充実 

施策 13 学校図書館の「学習センター」機能の充実 

＊〔新規事業追加〕「学校図書館の放課後等開放（小学校）」（再掲） 

施策 14 子育て関係施設での小学生向け読書活動支援の充実 

施策 15 小学生向け家庭読書の推進 

 

＊文部科学省の「全国学力・学習状況調査」における新宿区の数値：小学校 6年生対象 

 

  

 現状値（平成３０年度） 

平成３０年４月 

目標値（令和５年度） 

令和６年３月末  

自主的に 1日 30 分以上

放課後等や家庭で本を読

む小学生の割合 

 

４９．７％ 

 

５５．０％ 
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数値目標４ 区立図書館を利用したことのある中・高校生等の割合の増加           

今回の「中・高校生の読書状況アンケート」では「読書が嫌い」な生徒は６．５％で、

読書離れというよりは、図書館以外の書店等を利用する生徒が多いことがわかりました。 

そこで、書店では入手できない図書やデータベースを幅広く備えた区立図書館の魅力を

中・高校生等に情報発信していきます。中・高校生向け蔵書の充実を図り、改めて読書に

親しむイベントや読書に関する情報発進を企画し、区立図書館の利用促進を図ります。 

 

〔関連施策〕 

施策 16 中・高校生等向け読書活動支援の充実〔重点施策〕 

＊〔新規事業追加〕「中・高校生等向け読書イベントの実施と学校との連携」 

 

＊１ 区内の中学校 2校、高校 3校でアンケート実施。母数 818 人。 

  

  

特別な支援を必要とする子どもに対しては個々の状況に応じた支援が必要なため、 

数値による目標は設定しないことにします。 

 

〔関連施策〕 

施策 17 子どもの障害等に応じた読書支援 

施策 18 外国語を母語とする子どもへの読書支援 

 

数値目標５ 図書館サポーターの地域での読み聞かせ活動の充実 

第五次推進計画では、子どもたちが読み聞かせに親しむ機会の充実を図るため、図書館

サポーターや受入先の意見を聞きながら、地域での読み聞かせ活動の充実を目指します。 

〔関連施策〕 

施策 19 学校図書館の「情報センター」機能の充実 

施策 20 人材育成と図書館サポーター活動の充実 

施策 21 子ども読書活動の推進  

施策 22 子どもの読書活動の情報収集・発信 

現状値【参考値】 

令和元年６月末  

目標値（令和５年度） 

令和６年３月末 

区立図書館を利用した 

ことのある中・高校生等

の割合 

３３．４％ ３７．０％ 
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＊「図書館サポーター活動のアンケート」 

令和元年 8 月こども図書館で、１２８人に対して郵送アンケート実施。７１人回収。 

      

  

 現状値（平成３０年度）

令和元年８月アンケート

調査＊ 

目標値（令和５年度） 

令和５年３月末 

 

新宿区立図書館サポーターで 

読み聞かせ活動をしている人数 
      １２８人      １５０人 

図書館以外にも地域で読み聞かせ

を行いたいサポーターの割合 
４８．４％      ５１．０％ 

１人 ５７人 １２８人

0.8% 44.5% 100%

図書館以外で
実施したこと

はない

図書館以外で
実施したこと

がある

図書館以外で
実施したこと

はない

図書館以外で
実施したこと

がある
不明 未回答 合計

４９人 １３人 ３人 ５人 1人 57人 １２８人

38.3% 10.2% 2.3% 3.9% 0.8% 44.5% 100%

６２人 ８人

48.4% 6.3%

図書館以外の場所で
読み聞かせをやってみたい

図書館以外の場所で
やりたいとは思わない

不明 未回答 合計
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第４章 

 

基本目標達成に向けての 

具体的取組 
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第４章 基本目標達成に向けての具体的取組 

 

１ 施策体系  

基本目標「自ら読書を楽しみ、学び、成長する新宿の子どもたち」の実現に向けて、

「３つの基本方針」と「３つの具体的な取組の方向性」に沿って２２の施策と６４の個別

事業を体系化＊し、取組を推進します。 

＊「第五次新宿区子ども読書推進計画施策体系図」P45、P46 

 

２ 新たに展開する事業と重点施策 

「３つの基本方針」に基づき、３つの新規事業と 2つの重点施策に取り組みます。 

 

〔新たな事業〕 

以下の事業を新規に計画に位置付けます。 

 

（１） 「学校図書館の放課後等開放（小学校）」事業番号 22  

     ○ 施  策  学校図書館の「読書センター」機能の充実（施策 4） 

○ 追加理由 

学習指導要領の総則では、「学校図書館を計画的に利用しその活用を図り、児

童・生徒の自主的、自発的な学習活動や読書活動を充実する」としています。 

その実現に向けて、小学校の学校図書館を放課後等に児童に開放し、読書活動

をより一層推進するとともに、図書検索やインターネット等活用した調べ学習

や自学自習ができる環境を更に整備する必要があるため、新規事業とします。 

 

 

（２） 「プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会の実施」事業番号３５   

   ○ 施  策  区立図書館の読み聞かせ等の充実（施策 8） 

○ 追加理由 

東京都の計画では、乳幼児期の読書支援として、子どもが生まれる前から保護

者等に乳幼児期の読書の重要性について周知や働きかけを行うとしています。 

そこで、これまでの乳幼児健診での地域ボランティアの読み聞かせに加えて、

専門講師による育児情報提供を兼ねた読み聞かせ会を妊娠期や乳幼児のいる保

護者を対象に新規開催し、より多くの保護者が家庭での読み聞かせに親しみを

持ち、更なる普及を図る必要があるため、新規事業とします。 
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（３） 「中・高校生等向け読書イベントの実施と学校との連携」事業番号４９ 

○ 施  策  中・高校生向け読書活動支援の充実（施策 16） 

○ 追加理由 

ここ数年の区立図書館利用実績には、中・高校生の利用人数や貸し出し数が伸

び悩む傾向があります。この傾向への対策として、学校との連携により中・高校

生向け読書イベントを実施して図書館への関心の向上を図り、中高生の読書活

動を支援するため、新規事業とします。 

 

〔重点施策〕 

現行計画では、図書館や学校等の関係施設ごとに施策を設定して事業を推進してきまし

た。本計画では、子どもが家庭で自ら読書に親しむ習慣を身につけ、読書を通じて学び、

成長していくため、「発達段階等に応じた支援」を施設連携により行うこととしました。 

このことを踏まえ、関係施設の連携が特に重要となる以下の施策については、重点施策

として位置付けます。 

 

（１） 「施策 7 家庭読書の推進」 

 子どもの読書環境が変化する中、家庭での日常生活の中で自主的・自発的に読書に親

しむ習慣を育むことが今後、ますます重要となります。 

本事業は、これまでの「第四次推進計画」では、区立図書館の独自事業としましたが、

既に各所管課で様々な読み聞かせや読書イベント、保護者への周知等を実施し、家庭読

書を推進しています。 

そこで、関連施策の情報共有を図り、連携して推進することとし、重点事業とします。 

 

（２） 「施策１６ 中・高校生等向け読書活動支援の充実」  

中・高校生の時期に幅広い本と出会うことは、生涯、読書に親しむ上で重要です。 

しかしながら、今回のアンケートでは図書館の利用が少なく、中・高校生が読みたい

本が少ないと思われていることが分かりました。 

そこで、蔵書の充実を図るとともに、読書環境の充実、読書イベントや図書館サポー

ター活動の実施を通じて、中・高校生の視線に立った読書活動の支援を行う必要があり

ます。実施にあたっては、中学校や高校との連携が重要であるため、重点施策とします。 
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３ 計画推進の役割分担  

 
（１） 家庭・地域 

① 子どもは、家庭での日常生活の中で読書に親しみ、学び、成長していきます。 

保護者も一緒になって読書を楽しみ、子どもの手の届くところに本を置き、乳幼児

期から読み聞かせや読書を生活習慣のひとつに位置付けることが家庭の大切な役割

です。 

 

② 地域では、図書館や子ども総合センター、児童館等の多様な施設で図書貸出や、読

み聞かせ、イベント等を行っています。学校や幼稚園・保育園・子ども園等でも図書

の貸出や家庭読書の大切さを周知しています。 

このような身近な読書の場所や機会を活用して、読書を楽しむことも、家庭での読

書活動として重要です。 

 

③ 地域では多くのボランティアが、読み聞かせ等の読書活動支援を行い、子どもたち

に様々な本と出合う機会を提供しています。こうした取組は、地域での読書活動を支

えていく大切な役割を果たしています。 

 

（２） 区立図書館 

① 区立図書館は、地域に密着した読書活動の拠点として、豊富な本や紙芝居、雑誌を

揃え、読書環境の整備を推進します。子どもたちが、より多くの本と出会い、自ら読

書を楽しみ、学び、成長する機会を提供していきます。 

 

② 区立図書館は、子どもの発達段階等に応じた読書活動支援の充実を推進します。 

〇 乳幼児には、読み聞かせで多くの本に触れ、本が好きになるようにします。 

〇 小学生には、子どもと本とをつなぐイベントや調べ学習支援等を行い、図書館利

用を促進し、読書習慣の醸成を図ります。 

〇 中・高校生等には、１０代の興味・関心に応える本や、学習資料、進路を考える

資料等を揃え、一般向けと協力してわかりやすく配置していきます。読書の楽しさ

と図書館の魅力を感じるイベントを行い、利用促進につなげます。 

〇 障害等のある子どもには、個々の状況に寄り添った資料提供や読み聞かせを行い

ます。その他、区内の４病院に入院している子どもへの配本サービスを充実します。 

〇 外国語を母語とする子どもには、外国語絵本の収集・提供や日本語と外国語の読

み聞かせを行っていきます。実施に当たっては、学校等と連携して支援を工夫し、

読書に親しむ機会の充実を図っていきます。 
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〇 読書に興味を持つ様々なイベントや、子どもたち自身が好きな本を紹介し合うな

ど、子どもたちが幅広い分野の本と出会い、自ら読書活動の中心となるような取組

を推進し、読む本のジャンルを広げ、読書習慣の醸成につなげます。  

 

③  学校や幼稚園・保育園・子ども園、子育て関係施設と連携して計画を推進します。 

〇 読み聞かせのやり方や読書の大切さを保護者に周知する講座を行い、家庭読書  

の推進を図ります。 

〇 団体貸出を充実し、区立図書館の資料を学校の授業や身近な施設でより一層利用

できるようにしていきます。 

〇 図書館サポーターによる、地域での読み聞かせ活動の充実を図ります。 

〇 中学校や高校、大学、都立図書館等と連携し、サービス向上を図ります 

     

④ 計画の実施に当たっては、各事業を担当する所管課と十分に連携し、新宿区子ども

読書活動推進会議＊や学校等の意見の反映を図り、効果的に推進します。 

＊有識者、PTA 代表者、読み聞かせ団体、所管課等で構成し、計画への助言等を行う会議体。 

 

（３） 区立学校（学校図書館） 

① 学校図書館は、児童・生徒の最も身近な図書館として、朝読書の定着や蔵書の充

実、保護者への周知等により、子どもの自主的な読書活動を推進し、読書習慣の醸

成を図ることが重要な役割です。 

 

② 学校図書館法の「学校の教育課程の展開に寄与する」「児童又は生徒の健全な教養

を育成する」という 2つの目的に鑑み、学校図書館の「読書センター」、「学習セン

ター」、「情報センター」機能の充実を図り、言語能力の向上や「目的を持った読書」

に導いていくことも大切です。 

    

③ 学習指導要領の改訂を踏まえ、学校図書館を教科で計画的に活用することで、学

習への興味や関心を呼び起こし、主体的・対話的で深い学びを支援していくことも

大切な役割です。 

また、区立図書館と連携し、特別な支援を必要とする子どもたちに個々の状況に

応じた読書支援を行っていく役割があります。 
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（４） 幼稚園・保育園・子ども園 

①  幼稚園・保育園・子ども園では、絵本コーナー等を整備し、子どもが絵本を自由

に手に取り、絵本に親しみ、読書の楽しさと出会う機会を提供することで、乳幼児

期からの読書習慣の醸成に重要な役割を果たしています。 

 

② 子どもは、お話を聞くことでイメージを膨らませ、想像する楽しさを味わいます。

各園では、日常的な読み聞かせで、子どもの豊かな情操を育んでいます。 

また、家庭での読み聞かせの意義を保護者に周知することも大切な役割です 

 

（５） 子ども総合センター等・保健センター・男女共同参画推進センター 

①  子ども総合センターや児童館、学童クラブ等の子育て支援施設には、図書コ    

ーナー等があります。幅広い世代の子どもたちが身近な居場所や遊びの場所として

集まり、より身近な読書の場となっています。 

蔵書を充実するとともに、区立図書館の団体貸出を利用して幅広い本を提供して

おり、子どもと本が出会う場として重要な役割があります。 

また、幼児サークルで読み聞かせを行っており、家庭読書の推進にも大きな役割

を果たしています。 

 

②  保健センターの乳幼児健診等（０歳児、３歳児）では、区立図書館が絵本の配付

と地域ボランティアによる読み聞かせを行っています。 

また、待合場所に絵本を置き、家庭で読み聞かせを始めるきっかけづくりに大き

な役割を果たしています。 

 

③  男女共同参画推進センター（ウィズ新宿）の図書資料室は、専門書のほか絵本や

児童書を所蔵しています。区立図書館情報システムを導入し、区立図書館の本も貸

出しています。10 図書館の空白エリアにあるため、周辺地域の子どもたちにとって

身近な読書の場所として親しまれています。 

 



44 
 

  

 



45 
 

基本方針１ 施策1 区立図書館の読書環境の充実

施策2 区立図書館の利用促進

施策3 区立図書館の調べ学習支援の充実

施策5
幼稚園･保育園・子ども園等の
読書環境の充実

施策7 家庭読書の推進〔重点〕

施策9
幼稚園･保育園・子ども園等の読み聞かせ等の充
実

施策10 子育て関係施設の読み聞かせ等の推進

施策11 家庭での読み聞かせ等の推進

施策12 区立図書館での小学生向け読書活動支援の充実

施策13 学校図書館の「学習センター」機能の充実

施策14
子育て関係施設での小学生向け
読書活動支援の充実

施策15 小学生向け家庭読書の推進

②外国語を母語とする子
ども

読書に親しめるよう、外国語資料
等を充実する。 施策18 外国語を母語とする子どもへの読書支援

施策19
学校図書館の
「情報センター」機能の充実

施策21 子ども読書活動の推進

第五次新宿区子ども読書活動推進計画体系図

基本目標 ３つの基本方針 3つの具体的な取組の方向性 22の施策

自
ら
読
書
を
楽
し
み
、

学
び
、

成
長
す
る
新
宿
の
子
ど
も
た
ち

地域、図書館、学校等との連携による読書環境・読書機会の充実

全ての子どもが
あらゆる機会と
場所において、
自主的に読書活
動ができる環境

の充実

施策4
学校図書館の
「読書センター」機能の充実

施策6 子育て関係施設等の読書環境の充実

基本方針２
全ての子どもに対する個々の状況に応じた読書活動の支援

発達段階等に応じた施策（施策8～18）
発達段階等

全ての子どもに対する
発達段階等に応じた読書活動の支援

全ての子どもに
対する個々の状
況に応じた読書

活動の支援

（１） 乳幼児
読み聞かせで多くの本に触れ、本が好きになり身近に感じら
れるようにする。

施策8 区立図書館の読み聞かせ等の充実

（２） 小学生 目的をもって読書を行い、他人に伝えられるようにする。

（３） 中・高校生等
読書活動を通じて自己の向上につながるよう、課題解決のた
めに読書や学習が主体的にできるようにする。

施策16 中・高校生等向け読書活動支援の充実〔重点〕

（４）
特別な支援を
必要とする子

ども

①障害等のある子ども
読書に親しめるよう、個々の状況
に応じて支援する。

施策17 子どもの障害等に応じた読書支援

基本方針３

地域における子ども読書活動推進の基盤整備
（団体貸出、図書館サポーターの読み聞かせ活動、子ども読書活動情報の収集・発
信、人材育成等の充実）

施策20 人材育成と図書館サポーター活動の充実

45

子ども読書活動
推進の基盤整備

施策22 子どもの読書活動の情報収集・発信
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中央図書館

中央図書館

中央図書館

中央図書館

教育支援課

中央図書館

学校運営課・保育課

男女共同参画課

子ども総合センター
子ども家庭支援課

保健センター

中央図書館

推進計画全所管課

中央図書館

中央図書館･
子ども総合センター
　子ども家庭支援課

中央図書館･
保健センター

学校運営課
保育課

子ども総合センター
　子ども家庭支援課

推進計画全所管課

中央図書館

教育支援課

男女共同参画課
子ども総合センター
　子ども家庭支援課

推進計画全所管課

区立図書館を利用したことのある
中・高校生等の割合の増加
　33.4％【参考値】→37.0％
　
　アンケート結果から､中・高校生等は書
店やインターネット、友人同士で本と出合
う割合が多いと判明した。今後、イベント
等で区立図書館の魅力を周知し、利用促進
を図る。

中央図書館・学校等

中央図書館

中央図書館・学校等

教育支援課

中央図書館

教育支援課

中央図書館

中央図書館

推進計画全所管課

教育支援課

令和２（２０２０）年度～令和５（２０２３）年度

個別事業 所管課 数値目標

1　魅力ある蔵書と図書館内環境の整備　　2   郷土・新宿を知る図書の充実　　3  図書展示の充実
4　東京オリンピック・パラリンピック開催の未来への継承　5　子どもたちによるおすすめ本紹介コ-
ナーの設置  6　親子同士のふれあいの場の整備  7   新こども図書館の検討

数値目標１ 

 8   利用者登録の推進   9  子ども読書講演会の開催  10  子ども向け行事の開催
11  学校と区立図書館との連携推進　12  子育て関係施設と区立図書館との連携推進
     　 13再掲 ：学校向け団体貸出の充実：朝読書セット・『学習支援便』等
     　 58再掲 団体貸出の充実

区立図書館の子どもの貸出冊数
（個人及び団体）

13  学校向け団体貸出の充実：朝読書セット・『学習支援便』等
14  新宿区立図書館を利用した調べる学習コンクール （1）個人貸出

　合計　523,897冊→582,000冊
15  学校図書館への新刊選書リスト作成・提供

16  学校図書館の運営の充実　17  学校図書館への学校図書館支援員の配置   18  学校図書館の蔵書の充
実　19  校内読書環境の整備     20  図書館利用指導の推進  　21  家庭教育講座における読書活動支援
22〔新規〕  学校図書館の放課後等開放（小学校）
　    施策13再掲：44  スクールスタッフの活用   45  読書感想文集『けやき』の発行
　　　　　　　　   46  読書感想文集『けやき』の表彰　47  朝読書の推進

（2）区立図書館の登録者一人当たりの
　個人貸出冊数
　【小学生以下】40.4冊→43.0冊
　【中　学　生】16.4冊→17.4冊
　【高校生等　】10.9冊→12.0冊

　　13再掲 学校向け団体貸出の充実：朝読書セット・『学習支援便』等
　　58再掲 団体貸出の充実

23  幼稚園・保育園・子ども園等の絵本コーナーの整備
24  幼稚園・保育園・子ども園等と区立図書館の連携推進

（3）区立図書館の団体貸出冊数
　　　64,686冊　→70,000冊

25  男女共同参画推進センターでの貸出の推進

26  子ども総合センター・児童館等の読書環境の整備   27 子ども総合センター・児童館等の蔵書の充実
28  子ども総合センター・児童館等の図書貸出の推進

　地域、図書館、学校等の連携による読書
環境整備と読書機会の充実の指標とする。

29  保健センターの乳幼児健康診査等の待合場所への絵本の設置

　　12再掲 子育て支援施設等と区立図書館の連携推進　37再掲 絵本でふれあう子育て支援

30  家庭読書の推進
       5再掲 子どもたちによるおすすめ本紹介コーナーの設置  6再掲 親子同士のふれあいの場の整備
       9再掲 子ども読書講演会の開催    10再掲 子ども向け行事の開催  12再掲 子育て関係施設と
       区立図書館との連携推進   21再掲 家庭教育講座における読書活動支援
        31再掲 区立図書館でのお話し会の充実   35再掲 プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会
       の実施   36再掲 新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知   37再掲 絵本でふれあう子育
       て支援   40再掲 幼稚園・保育園・子ども園等の家庭読書活動の支援
       41再掲 子ども総合センター・児童館等の幼児サークルにおける読み聞かせ会の実施
       63再掲 子どもの読書活動推進計画に関する趣旨普及    64再掲 『子ども読書の日』の趣旨普及

発達段階等に応じた個別事業 所管課 数値目標２

31  区立図書館でのお話し会の充実　32  出張お話し会・施設訪問の実施   33  図書館の団体利用の実施
34  読み聞かせ講習会の開催     35〔新規〕プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会の実施

　絵本でふれあう子育て支援事業の
　読み聞かせ参加率
　　0歳児  88.6％→　90.0％、
　　3歳児  92.8％→　94.0％36  新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知

37  絵本でふれあう子育て支援
   多くの親子に参加してもらうことで、絵
本の読み聞かせによるふれあいが広がり、
家庭での読書習慣を育むきっかけとなるよ
う乳幼児向けの指標とする。
   子育て家庭のライフスタイルの多様化に
伴い、読み聞かせの回数の増加など量的な
数値目標は設定しないこととした。この項
の目標については、家庭での読み聞かせの
質の向上を図るとともに、幼い段階から
様々な本と出会う環境づくりを目指す。

38  幼稚園・保育園・子ども園等の絵本の読み聞かせの推進　39  幼稚園・保育園・子ども園等での絵本
の貸出　40  幼稚園・保育園・子ども園等における家庭読書活動の支援

41  子ども総合センター・児童館等の幼児サークルにおける読み聞かせ会の実施

     　5再掲 子どもたちによるおすすめ本紹介コーナーの整備    6再掲 親子同士のふれあいの場の整備
　    ９再掲 子ども読書講演会の開催   10再掲 子ども向け行事の開催
      21再掲  家庭教育講座における読書活動支援　 30再掲 家庭読書の推進
      34再掲  読み聞かせ講習会の開催　35再掲 プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会の実施
      36再掲  新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知     37再掲  絵本でふれあう子育て支援
　   63再掲 子どもの読書活動推進計画の趣旨普及  64再掲 『子ども読書の日』の趣旨普及

42  子ども読書リーダー講座の開催    43  推薦図書リストの充実
        9再掲 子ども読書講演会   10再掲 子ども向け行事の開催  11再掲 学校と区立図書館との連携推進
      14再掲 新宿区立図書館を利用した調べる学習コンクール  32再掲 出張お話し会・施設訪問の実施
      33再掲 図書館の団体利用の実施

数値目標３

44  スクールスタッフの活用   45  読書感想文集『けやき』の発行   46  読書感想文集『けやき』の表彰
47  朝読書の推進
       施策４再掲：16  学校図書館の運営の充実　17  学校図書館への学校図書館支援員の配置
　　　　　      　 18  学校図書館の蔵書の充実　19  校内読書環境の整備    20  図書館利用指導の推進
                         21  家庭教育講座における読書活動支援
                         22〔新規〕学校図書館の放課後等開放（小学校）

自主的に1日30分以上、放課後等や家庭で
本を読む子どもの割合
     49.7％→55.0％

＊朝読書・授業を含まない。
＊対象：小学校6年生
＊ 文部科学省の「全国学力・学習状況調
査」における新宿区の数値。

 12再掲 子育て支援施設等と区立図書館の連携充実
 26再掲 子ども総合センター・児童館等の読書環境の整備
 27再掲 子ども総合センター・児童館等の蔵書の充実
 28再掲 子ども総合センター・児童館等の図書貸出の推進

9再掲 子ども読書講演会の開催　10再掲 子ども向け行事の開催
21再掲 家庭教育講座における読書活動支援  30再掲 家庭読書の推進
34再掲 読み聞かせ講習会の開催
43再掲 推薦図書リストの充実　　　63再掲 子どもの読書活動推進計画の趣旨普及
64再掲 『子ども読書の日』の趣旨普及

48  中・高校生等向け読書環境の充実
49 〔新規〕 中・高校生等向け読書イベントの実施と学校との連携
50  中・高校生等の図書館サポーター活動の実施
       14再掲　新宿区立図書館を利用した調べる学習コンクール
       27再掲 子ども総合センター・児童館等の蔵書の充実

55  図書館での研修充実　　          56  国立国会図書館、国際子ども図書館等との連携
57  図書館サポーターの育成充実    34再掲 読み聞かせ講習会

中央図書館

数値目標４　

51  障害等に応じた読書支援の推進

36再掲 新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知

　特別な支援を要する子どもに対しては、
個々の況に応じた支援が必要なため、数値
による目標は設定しない。

52  病院配本サービスの推進

53  外国語と多文化に親しむお話し会等と外国語図書の充実

54  学校での研修充実と指導資料の作成 数値目標５

46

図書館サポーターの地域での読み聞かせ活
動の充実

新宿区立図書館サポーターで読み聞かせ活
動をしている人数 128人→150人
図書館以外にも地域で読み聞かせを行いた
いサポーターの割合 48.4％→51.0％

図書館サポーターや受入先の意見を聞きな
がら、地域での読み聞かせ活動の充実を目
指す。

       54再掲 学校での研修充実と指導資料の作成

58  団体貸出の充実  59  大学・専門学校等との連携　60  新宿区子ども読書活動推進会議の運営
　　7 再掲　新こども図書館の検討

61  ホームページの充実による情報収集・発信　　62  『しんじゅくの教育』への掲載

63  子どもの読書活動推進計画の趣旨普及　   64  『子ども読書の日』の趣旨普及
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４ 体系に基づいた具体的取組 

 

：基本方針 １  

施策１ 区立図書館の読書環境の充実 

 ⼦どもたちにとって魅⼒ある区⽴図書館となるよう、発達段階等に応じた多様な図書館資料を収集し、提
供します。使いやすく親しみのある読書空間を整備し、⼦どもが多くの本と出会う機会の充実を図ります。 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

1 魅力ある蔵

書と図書館

内環境の整

備 

新刊書を始め、読み継がれてきた絵本

や物語、紙芝居、調べ学習の資料等、発

達段階等に応じて収集し、魅力ある蔵書を

提供します。 

また、書架や絵本をわかりやすく表示し

たり、館内の装飾を工夫するなど親しみの

ある館内環境を整備します。 

全館の担当者が利用者

ニーズや学校の要望等を

踏まえ、魅力ある図書の充

実に努めました。【12】 

継

続 

引き続き、子どもたちが

多くの本と出会うことができ

るよう、蔵書を充実します。 

また、館内の環境整備を

推進し、子どもたちが一層

使いやすく、親しまれる図

書館を目指します。 

中央図書館 

2 郷土・新宿

を知る図書

の充実 

新宿区ゆかりの作家や地域の歴史・文

化を紹介する図書館資料を充実し、常設

展示やテーマ展示等を行います。 

各館とも地域資料の収集

に努め常設コーナーを設

置しました。地域ゆかりの

夏目漱石や林芙美子等の

資料展示を行いました。

【13】 

継

続 

引き続き、地域資料を充

実し、子どもたちに歴史や

文化と未来に向けて更に発

展していく郷土・新宿の魅

力を伝えていきます。 

中央図書館 

3 図書展示の

充実 

子どもたちと本の出会いの場として、季

節に関連した本や幅広いテーマで図書を

紹介します。内容を工夫し、新たな発見や

家庭での話題につながるようにします。 

各館とも年間を通して話

題の本や季節行事の本を

紹介し、子どもたちの読書

の幅を広げ、貸出につな

げました。【16】 

継

続 

引き続き、内容を工夫し

て本の紹介を行います。 

中央図書館 

4 東京オリンピ

ック・パラリン

ピック開催の

未来への継

承 

令和 2 年度（２０２０）に開催する東京オ

リンピック・パラリンピックの記録や資料を収

集・展示し、大会開催の意義を子どもたち

に伝えます。また、オリンピック・パラリンピ

ックにより各国の多様性を紹介します。 

各館で東京オリンピック・

パラリンピックの資料収集

を行い、常設展示しまし

た。【15】 

 

継

続 

大会終了後も資料収集

や展示を行い、スポーツだ

けでなく、多文化や障害へ

の理解を深める機会としま

す。 

中央図書館 

取組の方向性 

地域、図書館、学校等との連携による読書環境・読書機会の充実 
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№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

5 子 ど も た ち

に よ る お す

すめ本紹介

コ-ナーの設

置 

 子どもたちが好きな本を投書し、掲示する

「おすすめ本紹介コ－ナー」を設置し、子ど

もの情報交換の場とします。 

 各館で設置し、利用

者の意見や要望を収集

しました。投書を見なが

ら、保護者と子どもが好

きな本を話す姿をよく見

かけました。【17】 

継

続 

 引き続き、子どもたちの

情報交換や家庭読書のき

っかけとなるよう設置しま

す。 

中央図書館 

6 親子同士の

ふれあいの

場の整備 

 乳幼児の親子が周囲に気兼ねなく絵本を

読んだり、保護者同士の交流を図る「親子同

士のふれあいの場」を「おはなしのへや」の

活用や「赤ちゃんタイム」の設定等により整

備します。 

 各館の状況に合わせ

て工夫し、設置しまし

た。【18】 

継

続 

 引き続き、多くの親子が

利用できるよう整備し、周

知します。乳幼児期から

本に親しみ、家庭での読

書習慣を育む場とします。 

中央図書館 

7 新 こ ど も 図

書館の検討 

 新中央図書館等の建設に併せて、新こど

も図書館の整備を検討します。 

 新中央図書館等の建

設について、新宿区立

図書館基本方針に位

置付けるとともに、新宿

区公共施設等総合管

理計画の策定に合わせ

て検討を行いました。

【19】 

継

続 

 引き続き、新中央図書

館の開設と併せて、第五

次計画期間中も検討しま

す。 

中央図書館 
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施策２ 区立図書館の利用促進 

 区⽴図書館を利⽤する⼦どもたちに学校等を通じて図書館の利⽤案内を⾏い、読書に興味が湧くようなイ
ベントや講演会を開催し、図書館の利⽤促進を図ります。 
 また、学校や⼦育て関係施設等と連携し、地域の⾝近な施設で区⽴図書館の本を利⽤できるようにします。。 

 

 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

8 利用者登録

の推進 

 行事などの機会を通して利用者登録の増

加を図り、区立図書館利用の促進につなげ

ます。 

 また、小学生及び幼稚園・保育園・子ども

園等に対して図書館利用登録を呼びかけま

す。 

区立学校の新一年

生に区立図書館の利用

案内を配布し、利用登

録を呼びかけました。

【30】 

継

続 

引き続き、新一年生等

への図書館利用案内等

やイベント周知を行い、区

立図書館の利用者登録と

利用促進を図ります。 

中央図書館 

9 子ども読書

講演会の 

開催 

 子どもたちや保護者の読書意欲を高め、

家庭読書のきっかけとなるような講演会を開

催します。 

 読み聞かせ講師に絵

本 の 選 び 方 等 を 聞 く

「本と絵本の講演会」や

児童文学作家が創作の

楽しさを語る「作家の講

演会」等を行いました。

【8】【25】 

手

段 

改

善 

 引き続き、子どもたちや

保護者の読書意欲を高

め、家庭読書のきっかけと

なる講演会を実施します。 

中央図書館 

10 子ども向け

行事の開催 

 工作会、科学あそび、映画会、人形劇会

ほか子ども向け行事の内容の充実を図り、

図書館に来館する機会や利用を推進しま

す。 

 春の「こどもの読書週

間」や夏休み、秋の「読

書週間」等に関連して、

各館で行事を工夫して

来館を促進しました。

【31】 

継

続 

 引き続き、楽しく参加し、

図書館や読書に親しむ行

事を開催します。図書館

利用や家庭読書の推進

につなげます。 

中央図書館 

11 学校と区立

図書館との

連携推進 

 区立図書館の見学会や学校訪問、職場体

験の受入れ、団体貸出などを活用し、区立

図書館との連携を推進します。 

 区立図書館の団体貸

出や図書館見学会、調

べる学習等の出張講座

等により、区立図書館と

学校との連携を深めま

した。【52】 

継

続 

 引き続き、学校への団

体貸出や学校との交流事

業、学校図書館との会議

等により連携を図ります。 

中央図書館

教育支援課 

12 子育て関係

施設と区立

図書館との

連携推進  

 区立図書館の団体貸出を活用し、幅広い

図書を提供し、図書館の出張お話会等によ

り、地域での読書活動を支援します。 

 また、図書館と連携して、子どもの読書活

動を推進します。 

  

 子育て関係施設では

蔵書の購入に努めると

ともに、区立図書館の

団体貸出を活用して、

多様な図書を提供しま

した。【63】 

継

続 

 引き続き、団体貸出を行

い、幅広い図書を提供して

いきます。 

中央図書館 
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関連施策 

13 再掲  学校向け団体貸出の充実：朝読書セット・「学習支援便」等 
中央図書館 

教育支援課 

５８再掲  団体貸出の充実￥ 中央図書館 

 

施策３ 区立図書館の調べ学習支援の充実 

区立図書館では調べ学習資料を充実するとともに、子どもたちのレファレンス（資料相談）に応じています。 

また、学校と連携して調べる学習コンクールを開催し、多彩な調べ学習講座を各館で実施するとともに、学校の要

望に応じて出張講座等を行っています。 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

13 学校向け団

体貸出の充

実：朝読書

セ ッ ト ・ 「 学

習支援便」

等 

 区立図書館の学校向け団体貸出には、

窓口での貸出のほか、こども図書館団体専

用書庫を利用した「朝読書セット」と「学習

支援便」があります。「朝読書セット」は、年

齢層等に応じて 5 セット用意し、養護学校

用もあります。 「学習支援便」は、学校の

授業で使用する資料を、毎回、学校からの

依頼を受け、選書して配本します。 

 計画期間中、毎年「朝読

書セット」は年間延べ約300

セット、「学習支援便」は年

間延べ約 400 件、活用され

ました。【23】 

継

続 

引 き 続 き 、 学 校 の 意

見・要望を反映しなが

ら、内容の充実を図りま

す。 

中央図書館 

14 新宿区立図

書館を利用

し た 調 べ る

学 習 コ ン ク

ール 

 図書館利用の促進等を目的に地域図書

館が学校と連携して、同コンクールの「地

域コンクール」を合同で実施します。 

 図書館や学校で多彩な講座や説明会を

行い、合同審査会で各館の優秀作品を表

彰します。上位作品は、「全国コンクール」

（主催：公益財団法人図書館振興財団）に

出品します。 

 学校と連携して調べ学習

支援を実施し、子どもたち

の視点で探求した質の高

い作品が出品されました。 

なお、「全国コンクール」

では、最高賞の文部科学

大臣賞を平成 29 年度、30

年度、連続受賞しました。

【35】 

継

続 

 学校と連携して、子ど

もたちの図書館利用と

調べ学習の普及に努め

ます。事業を通じて、探

求心や自己解決能力、

自ら学ぶ力を育みます。 

中央図書館 
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施策４ 学校図書館の「読書センター」機能の充実  

 児童・⽣徒の想像⼒を培い、学習に対する興味・関⼼等を呼び起こし、豊かな⼼や⼈間性、教養、創造⼒
等を育む⾃由な読書活動や読書指導の場である学校図書館の「読書センター」としての機能充実を図ります。 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

15 学校図書館

への新刊選

書 リ ス ト 作

成・提供 

 区立図書館が、購入した新刊本の中から

学校図書館の選書に役立つように図書リス

トを作成し、各小・中学校に提供します。 

 リストは、対象学年が記載されており、選

書しやすくしています。学校イントラネット

で公開しています。 

  こども図書館で、区立

学校を対象に、毎月、新

刊図書の推薦選書リスト

を 提 供 し ま し た （ 全 40

校）。学校イントラネットに

リ ス ト を 公 開 し ま し た 。

【40】 

継

続 

 引き続き、学校の意見を聞き

ながら、リストの充実を図りま

す。 

中央図書館 

16 学校図書館

の運営の充

実 

 子どもが進んで学校図書館を利用し、活

用できるよう、司書等の資格を持つ図書館

スタッフを配置します。また、保護者や学

校ボランティア等と連携を図り、学校図書

館運営の充実に努めます。 

 学校図書館支援員や

学校図書館活用推進員

による専門的支援、図書

館ボランティア等との連

携により、学校図書館運

営の充 実 が図 られま し

た。【41】 

継

続 

 各校に配置している学校図書

館支援員等による専門的な支

援や学校ボランティア等との連

携により、引き続き、学校図書

館運営の充実を図っていきま

す。 

教育支援課 

17 学校図書館

への学校図

書館支援員

の配置 

 子どもの読書活動を推進するとともに、調

べ学習など、学校図書館を教育活動で一

層活用していきます。そのために、学校図

書館支援員を（週２回程度）配置し、図書

購入や児童生徒の読書案内・レファレンス

を行っていきます。 

学校図書館支援員の配

置：39 校 

学校図書館活用推進員

の巡回：40 校【42】 

継

続 

学校図書館支援員の配置： 39

校 

学校図書館活用推進員の巡

回：40 校 

教育支援課 

18 学校図書館

の蔵書の充

実 

 学校図書館において、魅力ある図書や

教科に直結した調べ学習に必要な資料の

充実を図ります。 また、蔵書は計画的に

更新していきます。 

 各校の学校図書館図

書標準数に対し、毎年、

計画的に７％程度の学校

図 書 を 更 新 し ま し た 。

【43】 

継

続 

 各校の学校図書館図書標準

数に対し、毎年、計画的に７％

程度の学校図書を更新してい

きます。 

教育支援課 
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№ 事業名 事業内容 第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 

期間中の目標 担当課 

19 

 

 

 

 

 

校内読書環

境の整備 

 

 

 

 

子どもの読書意欲を高めるために、学校図

書館の「読書センター」、「学習センター」、

「情報センター」の機能向上を図ります。そ

のために、学校図書館検索システムを活

用し、図書の分類・配架の工夫、本の事業

内容紹介コーナーの設置等、学校図書館

の読書環境整備を行います。 

学校図書館支援員を配

置し、学校図書の計画的

な購入、児童・生徒の年

齢や発達に応じた読書

案内やレファレンス等を

行い、校内読書環境の整

備を推進しました。 

【44】 

継

続 

 

 

 

 

各校に配置している学校図書

館支援員等の専門的支援によ

り、子どもの読書活動の充実に

つながっているため、引き続き

支援を行い、学校図書館の放

課後等開放を小学校全 29 校

で実施し、放課後等に自学自

習や調べ学習が可能となる環

境の充実を図ります。 

教育支援課 

 

 

 

 

 

20 図書館利用

指導の推進 

区立図書館の積極的な活用を図るため、

こども図書館と連携し、区立図書館の利

用方法を区立小・中学校の児童・生徒に

指導します。 

学校図書館支援員を活

用し、児童・生徒向けに

オリエンテーションを実施

しました。国語科を始めと

した授業時間中に図書

館での本の使い方を学

習するなど、指導を工夫

しました。【47】 

継

続 

計画どおり、各区立小・中学校

において、１学期はじめを中心

に、適切な時期に学校図書館・

区立図書館の利用方法につい

て指導を行っており、今後も継

続します。 

教育支援課 

21 家庭教育講

座における

読書活動支

援 

PTA が主体的に取り組む家庭教育講座

への助言を通して、保護者が積極的に読

書活動に参加する環境を醸成します。 

PTA 等を対象とした家庭

教育講座の実施に向け

た説明会で、取組を促進

するために読み聞かせ

の講師名などの資料・情

報の提供を行いました。 

家庭教育講座説明会 

（幼・小ＰＴＡ対象） 

年１回 

家庭教育講座説明会 

（中ＰＴＡ対象）年１回 

【7】 

継

続 

保護者に読書の楽しさ、大切さ

を周知することは、子ども読書

活動に大切なため、第五次計

画期間中も継続します。 

教育支援課 
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関連施策 

 

№ 事業名 事業内容 第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 

期間中の目標 担当課 

22 学校図書館

の放課後等

開放（小学

校） 

 小学校の学校図書館を放課後等に児

童に開放し、読書活動をより一層推進す

るとともに、図書検索やインターネット等を

活用した調べ学習や自学自習ができる

環境を整備します。 

 学校図書館の放課後

等開放のモデル校を拡

大することで、子どもの読

書活動とともに、放課後

等に自学自習や調べ学

習が可能となる環境整備

を推進しました。【新規】 

新

規 

 引き続き、学校図書館の放課

後等開放を小学校全 29 校で実

施し、放課後等に自学自習や

調べ学習が可能となる環境の

充実を図ります。 

 

 

 

教育支援課 

13 再掲  学校向け団体貸出の充実：朝読書セット・『学習支援便』等  
中央図書館

教育支援課 

58 再掲   団体貸出の充実 中央図書館 

施策１３ 再掲 
44  スクールスタッフの活用      45  読書感想文集『けやき』の発行 46  読書感想文集『けやき』の表彰  

47  朝読書の推進 
教育支援課 
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施策５ 幼稚園･保育園・子ども園等の読書環境の充実 

 

  

 幼稚園・保育園・⼦ども園等では、絵本コーナーの整備を図るとともに区⽴図書館を活⽤し、⼦どもの読書
環境の充実に取り組みます。 
  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

23 幼 稚 園 ・ 保

育園・子ども

園等の絵本

コ ー ナ ー の

整備 

 幼稚園・保育園・子ども園等では、乳幼児

の発達年齢や季節等を考慮して、子どもの

興味・関心が湧き、自分で読みたくなるよう

な絵本や童話に出会えるよう、園の環境に

応じて絵本コーナーを設置し、読み聞かせ

を実施しています。 

 絵本コーナーは、子どもの目線に立って本

棚の高さや、本の並べ方、採光を工夫し、い

つでも子どもが自ら進んで本に親しめるよう

にしています。 

 幼稚園、保育園、子ど

も園等では、乳幼児向け

の絵本を発達段階に合

わせて、園の環境に応じ

て絵本コーナーを設置し

ています。 

 また、季節、行事に応じ

て絵本を入れ替えたり、

表紙や本の厚さ、重さ等

にも配慮し、子どもの目

線で手に取り易いよう、コ

ーナー整備に努めまし

た。【53】 

継

続 

 引き続き、子どもの興味・

関心が湧き、自分で読み

たくなくなるような絵本や童

話に出会えるよう、絵本コ

ーナーを整備します。 

 子どもが使いやすいよう

本棚の設置や本の入れ替

えを行い、いつでも子ども

が自ら進んで本に親しめる

ようにしていきます。 

教育支援 

保育課 

保育指導課

学校運営課 

24 幼 稚 園 ・ 保

育園・子ども

園 等 と 区 立

図書館の連

携推進 

 近隣の区立図書館を園児と訪問し､多くの

絵本とふれあう機会を設けています｡訪問時

に本を借りることもあり､子どもたちが図書館

を身近に感じ､親子で図書館を利用するきっ

かけづくりとしています｡ 

 また、団体貸出を活用し、絵本コーナーの

充実や読み聞かせに役立てています。 

 区立幼稚園・保育園・

子ども園では、区立図書

館の団体貸出を積極的

に活用しました。さらに、

区立図書館による出張読

み聞かせを行い、子ども

や保護者が図書館を身

近に感じる機会を設けま

した。【54】 

継

続 

 引き続き、近隣の図書館

を訪問し、多くの絵本に触

れる機会を増やすととも

に、図書館を身近に感じら

れるよう、出張読み聞かせ

などを活用し、図書館との

連携を図ります。 

教育支援課

保育課 

保育指導課 
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施策６ 子育て関係施設の読書環境の充実 

 ⼦どもたちの⾝近な読書の場である男⼥共同参画センターや⼦ども総合センター、児童館等での本の貸出
や資料の充実等を図ります。 

 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

25 男女共同参画

推進センター

での貸出の推

進 

  男女共同参画推進センターでは、

男女共同参画に関する情報の収集と

提供を図書館情報システムと連携して

行っています。当センターの専門性を

生かした児童及び青少年向けの資料

の充実を図ります。 

 男女共同参画に関する資料

をはじめ、児童及び青少年向け

の図書資料を収集し、貸し出し

を行いました。また図書館情報

システムとの連携により区立図

書館の児童書等の予約・取り寄

せを行い、貸し出しをしました。

【58】 

継

続 

引き続き、男女共同

参画に関する児童書

及び青少年向けの専

門的資料の充実を図

り、センター図書資料

室の利用促進を図り

ます。 

男女共同参

画課 

26 子ども総合セ

ンター・児童館

等の読書環境

の整備 

  身近な場所で読書に親しむ機会

を提供するため、子ども総合センタ

ー・子ども家庭支援センター・児童

館の図書室において子どもがより

よい本を手にすることができるよ

うな環境づくりに努めます。 

 椅子や備品を更新して子ど

もに親しまれる環境整備を行

うとともに、子どもが絵本を

探しやすいよう色マークを付

け識別し、整理しました。【59】 

継

続 

身近な読書環境で

ある各施設において、

子どもたちが利用しや

す い 工 夫 を 行 い ま

す。 

子ども総合

センター 

子ども家庭

支援課 

27 子ども総合セ

ンター・児童館

等の蔵書の充

実 

  子ども総合センター・子ども家庭支

援センター・児童館の図書室が、バラ

ンスのとれた魅力ある図書室となるよ

う、図書の充実を図り、計画的に図書

の廃棄・購入を行います。 

 利用者の要望を聞きながら図

書を購入し、充実を図りました。

【60】 

継

続 

図書を計画的に廃

棄・購入し、蔵書の内

容の充実を図ります。 

また、 こども図書館

の 団 体 貸 出 を 利 用

し、幅広い図書の提

供をします。 

子ども総合

センター 

子ども家庭

支援課 

28  子ども総合セ

ンター・児童館

等の図書貸出

の推進 

 身近な場所で読書に親しむ機会を

提供するため、子ども総合センター・

子ども家庭支援センター・児童館の図

書室で所有する図書の貸出を行いま

す。 

 児童コーナーと親と子のひろ

ばで図書の貸出（マンガ以外）

をしています。【61】 

継

続 

引き続き、各施設に

おいて図書の貸出し

を実施します。 

子ども総合

センター 

子ども家庭

支援課 

29 保健センター

の乳幼児健康

診査等の待合

場所への絵本

の設置 

 乳幼児健診等の待合場所に、保護

者と乳幼児が自由に手にとって見たり

読んだりできるよう、魅力ある絵本を揃

えます。 

 乳幼児健診等の待合場所に

絵本を置き、活用されました。

【62】 

継

続 

引き続き、魅力ある

蔵書を保ち、子どもた

ちが読書に親しむ機

会を提供します。 

保健センタ

ー 
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関連施策 

 

施策７ 家庭読書の推進 

 ⼦どもは、家庭での⽇常⽣活の中で読書に親しみ、学び、成⻑していきます。保護者も⼀緒になって読書
を楽しみ、乳幼児期から読み聞かせや読書を⽣活習慣のひとつに位置づけることができるよう、新宿区全体
で⽀援の取組を推進します。 

関連施策 

12 再掲  子育て支援施設等と区立図書館の連携推進 中央図書館 

37 再掲   絵本でふれあう子育て支援 
中央図書館 

保健センター 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

30 家庭読書の推進 各家庭で子どもが自分で本

を読んだり、読書について家族

で語り合うことで、子どもの読書

習慣を日常生活の中で育む

「家庭読書」の普及を図ります。 

 各課が連携して、子どもと本と

の出会いや読み聞かせを図り、

保護者への周知を図ります。 

 図書館では、推薦図書リスト「クロ

ーバー」掲載図書を通年展示した

り、読書手帳を配布するなど家庭内

読書のきっかけづくりに努めました。 

 また、学校、幼稚園では家庭教

育学級・家庭教育講座や保護者

会、園だより等を活用し、保護者に

読書の大切さを啓発しました【5】 

拡

大 

 初年度は推進方

法を検討し、各課

と連携して実施し

てます。 子どもの

読種習慣 の醸 成

につながるよう読

書手帳等の取組を

検討します。 

推進計画 

全所管課 

5 再掲 子どもたちによるおすすめ本紹介コーナーの設置  中央図書館 

6 再掲 親子同士のふれあいの場の整備  中央図書館 

9 再掲  子ども読書講演会の開催  中央図書館 

10 再掲 子ども向け行事の開催 中央図書館 

12 再掲 子育て支援施設等と区立図書館の連携推進   中央図書館 

21 再掲 家庭教育講座における読書活動支援  教育支援課 

31 再掲 区立図書館でのお話し会の充実  中央図書館 

35 再掲 プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会 【新規】 中央図書館 

36 再掲 新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知 

中央図書館 

子ども総合センター

子ども家庭支援課 

37 再掲  絵本でふれあう子育て支援 
中央図書館 

保健センター 

40 再掲 幼稚園・保育園・子ども園等の家庭読書活動の支援  学校運営課保育課 

41 再掲 子ども総合センター・児童館等の幼児サークルにおける読み聞かせ会の実施 
子ども総合センター

子ども家庭支援課 

63 再掲 子ども読書活動推進計画の趣旨普及 推進計画全所管課 

64 再掲  「子ども読書の日」の趣旨普及 推進計画全所管課 
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：基本方針 ２   

全ての子どもに対する個々の状況に応じた読書活動の支援  

 

 

（１） 乳幼児への支援 

発達段階等に応じた取組の方向性 

読み聞かせで多くの本に触れ、本が好きになり身近に感じられるようにする。  

 

施策８  区立図書館の読み聞かせ等の充実 

 区⽴図書館では、定期的に（こども図書館では毎⽇）お話し会を⾏っています。 
年齢に合わせて多彩な内容で開催し、家庭読書の推進と読み聞かせ普及を図っています。 
読み聞かせボランティアも活動し、読み聞かせ講習会を開催してレベルアップを図っています。 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

31 区立図書館での

お話し会の充実 

 現在、お話し会を全館で定例的

に実施しています。 季節のお話

会や、外国語お話会も行っていま

す。 

 ボランティアによるお話会も活発

に行っていきます。 

 各館で定例的にお話し会

を実施しました。小さい子向

けお話し会やイベントとして

多様なお話し会を実施しま

した。【28】 

継

続 

 引き続き、子どもたちが

本に親しむことができるよ

う、内容を工夫して実施し

ます。広く周知し、読み聞

かせボランティアと協働し

て多数の参加を図ります。 

中央図書館 

32 出張お話し会・施

設訪問の実施 

 本に親しみを持ってもらうため

に、学校や保育園、児童館など要

望のあるところへ出張してお話し会

を実施します。 

 各館で学校・幼稚園、保育

園、児童館等の要望に応じ

て、読み聞かせやブックトー

ク、公開授業などの出張事

業を行いました。地域センタ

ーの行事でお話し会や工作

会等を行いました。【24】 

継

続 

 引き続き、子どもたちが

本に親しむことができるよう

実施します。 

中央図書館 

33 図書館の団体利

用の活用 

 幼稚園・保育園・子ども園等の園

児が来館した際や学校の授業の

一環として学年単位、クラス単位で

来館する団体を受入れています。 

図書館の説明やお話し会を実

施し、図書館の利用が身近になる

よう利用団体と連携を図ります。 

 各館で、学校や幼稚園・保

育園等の訪問を受け入れま

した。読み聞かせや図書館

の利用案内、調べ学習の方

法、館内ツアー等を行い、

子どもたちに図書館への親

近感や興味が湧くようにしま

した。【32】 

継

続 

 引き続き、子どもたちが

図書館に親しみを感じ、利

用促進につながるよう実施

します。 

中央図書館 

取組の方向性 

全ての子どもに対する発達段階等に応じた読書活動の支援 
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№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

34 読み聞かせ講習

会の開催 

 図書館の読み聞かせサポーター

や、区立小学校図書ボランティア、

保護者を対象に読み聞かせ講習

会を開催します。 

 初心者向けの講習会を中

央図書館で毎年 2 回程度開

催しました。参加者からは読

み聞かせに自信が持てた、

具体的なやり方がわかった、

等の声が寄せられました。

【39】 

継

続 

 引き続き、学校や子育て

地域や家庭で読み聞かせ

が普及するよう実施しま

す。 

中央図書館 

35 プレママ・プレパ

パ・保護者への読

み聞かせ会 

 妊娠期（プレママ・プレパパ）や

乳幼児を持つ保護者向けに、子育

てに関する専門講師による読み聞

かせ会を開催し、家庭読書の醸成

に役立てます。 

 一部の地域図書館では、

専門講師による育児情報の

提供等を交えたお話し会を

実施しました。  【新規】 

新

規 

 妊娠期や乳幼児期から

読み聞かせに親しむことが

で き る よ う 新 規 実 施 し ま

す。家庭での読み聞かせ

の普及を図ります。 

中央図書館 

36 新宿子育てメッセ

における子ども読

書活動の周知 

 区内の子育て関係団体の交流を

目的とした「新宿子育てメッセ」に

出展し、図書館の利用案内や「絵

本でふれあう子育て支援」の周知

など子ども読書活動の普及に努め

ます。 

 また、メッセ会場の来場者に向け

て、家庭読書の周知や区立図書

館の利用登録の促進を図ります。 

 区立図書館全体で出展

し、来場者に「絵本でふれあ

う子育て支援」を周知し、絵

本や図書館を紹介するなど

子どもの読書活動の普及啓

発や新規利用者登録の促

進に努めました。【4】 

継

続 

 引き続き、多くの区民に

子ども読書活動の趣旨普

及を図り、家庭での読み聞

かせを推進する場として実

施します。 

  

子ども総合セ

ンター 

子ども家庭支 

援課 

中央図書館 

37 絵本でふれあう子

育て支援 

 保健センターで実施する乳幼児

健康診査（０歳児、３歳児）の際に

中央図書館が地域ボランティアに

よる読み聞かせをおこなっていま

す。０歳児には絵本(２冊)を配付

し、読み聞かせを行いながらその

意義を説明しています。３歳児健

診時にも読み聞かせを行ってます

が、絵本(１冊)は、図書館で配付し

て、利用促進につなげています。 

 読み聞かせ参加者の割合 

 ・平成 28 年度 

  ０歳児 95.7% 

  ３歳児  83.2％ 

 ・平成 29 年度 

  ０歳児 89.2% 

  ３歳児  81.2％ 

 ・平成 30 年度 

  ０歳児 88.6% 

  ３歳児  92.8％ 【9】 

継

続 

 引き続き、読み聞かせの

普及と家庭読書の推進に

つながるよう実施します。 

中 央 図 書 館

保健センター 
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施策９ 幼稚園･保育園・子ども園等の読み聞かせ等の充実 

 

 幼稚園・保育園・⼦ども園等では⽇頃から絵本の読み聞かせや、貸出を⾏い、園児が絵本に親しむ機会を設け
ています。 
 また、保育参観や公開保育時等に読み聞かせ等を実施し、保護者にも読み聞かせやお話を語る⼤切さや意義
を伝えています。 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

38 幼 稚 園 ・ 保 育

園・子ども園等

の絵本の読み

聞かせの推進 

日常的に行う読み聞かせ

は、幼児に豊かな心情を育

みます。 

幼稚園・保育園・子ども園

等では、絵本に親しむ機会

を設け、絵本の内容や言

葉の楽しさ、美しさに触れ

られるようにし、個別又は友

達と一緒に楽しめるように

支援していきます。 

 子どもの発達段階や興味関心に応じた

絵本を選択し、日常的に読み聞かせを実

施しました。 

 また、区立図書館職員による外国語で

の読み聞かせや地域ボランティアによる

「お話会」等を行いました。 

【55】 

継 

続 

園にある絵本を家庭

でも読むことができるよう

に、貸出用の絵本の充

実を図ります。 

学 校 運 営

課保育課 

保 育 指 導

課 

39 幼 稚 園 ・ 保 育

園・子ども園等

で の 絵 本 の 貸

出 

親子の触れ合いが豊か

に育まれるように絵本の貸

出しを実施しています。 

図書の充実を図り、借りや

すい環境を整え、家庭での

読み聞かせや絵本に親し

む機会を作れるよう支援し

ます。 

保育園、子ども園等では、家庭でも親

子で読み聞かせを楽しみ、絵本に触れる

機会を増やすため、絵本の貸し出しを行

いました。【56】 

継

続 

 子どもの発達段階や興

味・関心に応じた絵本を

選び、日常的に読み聞

かせを行うことで、絵本

に親しむ機会を増やし、

感性を育んでいきます。 

学校運営課

保育課 

40 幼 稚 園 ・ 保 育

園・子ども園等

に お け る 家 庭

読書活動の支

援 

子どもの興味・関心のある

絵本の紹介や、読み聞か

せを実践することにより、本

を通じて親子が触れ合い

楽しめるよう支援していきま

す。 

また、「保護者会」や「家

庭教育講座」などで保護者

に助言を行い、読書活動

の参加を促します。 

 幼稚園では、絵本の貸出記録を保護者

に記入してもらい、家庭読書に活用した

園がありました。 

 保育園・子ども等では、子どもの年齢や

発達段階に合った絵本や、子どもの興

味・関心が高い絵本を園だよりなどで、継

続的に紹介しました。【57】 

継

続 

 引き続き、絵本を園だ

よりなどで紹介するととも

に、「家庭教育講座」や

「保護者会」等でも絵本

の紹介や読み聞かせの

実践を行っていきます。 

 また、区立図書館から

の出張読み聞かせなど

も活用し、絵本を身近に

感じさせることで家庭に

おける読書活動を支援

します。 

学校運営課

保育課 

保育指導課 
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施策１０  子育て支援機関等の読み聞かせ等の推進 

 

施策１１ 家庭での読み聞かせ等の推進 

 ⼦ども総合センター・⼦ども家庭⽀援センター・児童館等の⼦育て関係施設では、⼦育て⽀援の⼀環として
幼児サークルでの読み聞かせやお話し会を実施し、保護者と⼦どもが読書に親しむ機会の提供に努めます。 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

41 子 ど も 総 合

センター・児

童館等の幼

児 サ ー ク ル

等 に お け る

読み聞かせ

会の実施 

 子ども総合センター・子ども家庭支

援センター・児童館では、子育て支援

の一環として幼児サークルを実施し、乳

幼児親子に、つどいと交流の機会を提

供しています。幼児サークルのプログラ

ムに読み聞かせを積極的に取り入れ、

保護者と子どもが読書に親しむ機会の

提供に努めます。 

  子ども総合センター・子ども家

庭支援センター・児童館全館で

幼児サークルでの読み聞かせ会

を実施しました。乳幼児サークル

のほか、小学生まで幅広い年代

の子どもたちにも読み聞かせを

行い、読書の楽しさと出会う機会

を提供しました。【10】【64】 

継

続 

 引き続き、身近な場所で

子どもや保護者が読み聞

かせに親しむ機会を提供

していきます。 

子ども総合

センター 

子ども家庭

支援課 

 「家庭での読書状況アンケート」では、家庭では忙しさ等で読み聞かせの時間が確保できない状況があるこ
とがわかりました。そこで、次の事業を周知し、家庭での読み聞かせが⼀層普及するよう図ります。 

関連施策 

5 再掲 子どもたちによるおすすめ本紹介コーナーの整備 中央図書館 

6 再掲 親子同士のふれあいの場の整備 中央図書館 

９再掲 子ども読書講演会の開催 中央図書館 

10 再掲 子ども向け行事の実施 中央図書館 

21 再掲 家庭教育講座における読書活動支援 教育支援課 

30 再掲 家庭読書の推進 中央図書館 

34 再掲 読み聞かせ講習会の開催  中央図書館 

35 再掲 プレママ・プレパパ・保護者への読み聞かせ会 【新規】 中央図書館 

36 再掲 新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知 

中央図書館 

子ども総合センター

子ども家庭支援課 

37 再掲 絵本でふれあう子育て支援 
中央図書館 

保健センター 

63 再掲 子ども読書活動推進計画の趣旨普及 推進計画全所管課 

64 再掲 「子ども読書の日」の趣旨普及  推進計画全所管課 
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（２） 小学生 

発達段階等に応じた取組の方向性 

目的をもって読書を行い、他人に伝えられるようにするようにする 

 

施策１２  区立図書館での小学生向け読書活動支援の充実 

関連施策 

 

  

 区⽴図書館では、⼦どもたち同⼠で読書の楽しさを体験する講座や、推薦図書リストでの本の紹介など、発
達段階に応じて読書に興味を持つような取組を推進します。 
  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

42 子ども読書リーダー

講座の開催 

 小学生から中学生を対象に、

本や図書館の楽しさを実感でき

る講座を開催し、子どもたちが

自ら読書活動の中心となること

を目指します。 

 小学４年生から中学生を

対象に、子どもたちが自主

的に POP 作りやお話し会

の実演、調べ学習等を行う

講座を全館で実施しまし

た。【29】 

継

続 

 子どもたち同士で読書の

楽しさを体験し、図書館利

用を促進する事業として、

引き続き、学校と連携しな

がら全館で取り組みます。 

中央図書館 

43 推進図書リストの充実  推薦図書リスト「クローバー」

に、児童向け図書館だよりの要

素を盛り込んで、更に充実した

内容にします。 

 毎年、区立図書館の司書

が選定した推薦図書リストを

区立小・中学校全校生徒に

配布し、本を館内に展示し

ました。【22】 

継

続 

 引き続き、子どもたちが

読みたくなるような本を紹

介し、子どもたちが多くの

本と出会い、家庭読書の

推進にも役立つようにしま

す。 

中央図書館 

９再掲  子ども読書講演会  中央図書館 

10 再掲  子ども向け行事の実施 中央図書館 

11 再掲 学校と区立図書館の連携推進 中央図書館教育支援課 

14 再掲  新宿区立図書館を利用した調べる学習コンクール 中央図書館 

32 再掲  出張お話し会・施設訪問の実施  中央図書館 

33 再掲  図書館の団体利用の実施  中央図書館 
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施策１３  学校図書館の「学習センター」機能の充実 

 

 

 

 児童・⽣徒の⾃主的・⾃発的かつ協働的な学習活動を⽀援したり、授業内容を豊かにしてその理解を深めた
りする、学校図書館の「学習センター」機能充実を図ります。 
  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

44 スクールスタッフ

の活用 

 地域特性を活かした教育活動を展

開するため、学校にスクールスタッフ

を派遣し、児童・生徒の理解に応じて

複数の指導者が連携して指導するな

どの授業支援を始め、クラブ・部活動

支援、学校図書館における読書活動

支援等、さまざまな学校教育活動を

支援します。 

 子どもの読書活動を推進

するために、図書館スタッフ

や図書館ボランティアによる

読み聞かせや、土曜日や長

期休業中の学校図書館の

開放等を行いました。【48】 

継

続 

 学校に必要な人材を地

域から受け入れ、さまざま

な学校教育活動の支援に

幅広く活用し、地域特性

を活かした教育活動を展

開していきます。 

教育支援課 

45 読 書感 想 文集

『けやき』の発行 

 毎年、区立小・中学校の児童・生徒

から読書感想文を募集し、読書感想

文「けやき」を発行しています。読書

感想文集「けやき」を学校・区立図書

館・児童館に配布し、読書の案内役

として役立たせていきます。 

 区立小・中学校全校から

読書感想文の応募を募り、

小学校１～３年生用、小学

校４～６年生用、中学生用を

発行しました。【45】 

継

続 

 区立小・中学校全校から

読書感想文の応募を募

り、小学校１～３年生用、

小学校４～６年生用、中

学生用を発行していきま

す。 

教育支援課 

46 読 書感 想 文集

『けやき』の表彰 

  読書感想文集「けやき」の全作品

の中から、小学校低学年、小学校中

学年、小学校高学年、中学校からぞ

れぞれ１作品を「区長賞」として表彰

しています。 

 また、各学年から１～２作品を「優秀

賞」として表彰します。 

 小学校低学年、小学校中

学年、小学校高学年、中学

校からそれぞれ１作品を「区

長賞」として表彰しました。ま

た、各学年１～２作品を「優

秀賞」として表彰しました。 

【４６】 

継

続 

 小学校低学年、小学校

中学年、小学校高学年、

中学校からそれぞれ１作

品ずつを「区長賞」として

表彰します。また、各学年

から１～２作品を「優秀賞」

として表彰します。 

教育支援課 

47 朝読書の推進  区立図書館等と連携し、団体貸出

しや朝読書セットの利用を推進する

など、各区立学校における朝読書の

内容の充実を図ります。 

 朝読書を全小・中学校で

実施し、児童・生徒の読書

週間の定着を進めるととも

に、区立図書館と連携して

団体貸出や朝読書セットを

活用した読書の充実を図り

ました。【４9】 

継

続 

 全小・中学校で朝読書

を継続し読書週間の定着

を図ります。 

 また、学校図書館研修

会や担当教員連絡会を活

用し、朝読書等における

指導の充実を図ります。 

教育支援課 
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関連施策 

 

 

施策１４ 子育て関係施設での小学生向け読書活動支援の充実 

 

施策１５  小学生向け家庭読書の推進 

  

  施策４ 再掲 

16 学校図書館の運営の充実  17  学校図書館への学校図書館支援員の配置 

18  学校図書館の蔵書の充実  19  校内読書環境の整備    20  図書館利用指導の推進 

21  家庭教育講座における読書活動支援      22〔新〕  学校図書館の放課後等開放（小学校） 

   ⼦どもにとって⾝近な読書の場である⼦育て関係施設では、⼩学⽣に対して、低学年から⾼学年まで年齢
等に応じた蔵書の充実や貸出を⾏います。 
  

 12 再掲  区立図書館と子育て支援施設と区立図書館の連携充実  中央図書館 

 26 再掲 子ども総合センター・児童館等の読書環境の整備 
子ども総合センター

子ども家庭支援課 

 27 再掲 子ども総合センター・児童館等の蔵書の充実 
子ども総合センター

子ども家庭支援課 

 28 再掲 子ども総合センター・児童館等の図書貸出の推進 
子ども総合センター

子ども家庭支援課 

 ⼩学⽣は、乳幼児期の読み聞かせから、⽂字による読書に親しみ始める時期です。⼩学⽣が多くの本と出会
い、家庭で読書に親しむ機会を充実し、読書習慣を⾝に着けていくことができるようにしていきます。 
  

 9 再掲  子ども読書講演会の開催  中央図書館 

 10 再掲  子ども向け行事の開催 中央図書館 

 21 再掲 家庭教育講座における読書活動支援  教育支援課 

 30 再掲 家庭読書の推進  推進計画全所管課 

 34 再掲 読み聞かせ講習会の開催 中央図書館 

 43 再掲  推進図書リストの充実 中央図書館 

 63 再掲  子ども読書活動推進計画の趣旨普及 推進計画全所管課 

 64 再掲 『子ども読書の日』の趣旨普及  中央図書館 
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（３） 中・高校生等 

発達段階等に応じた取組の方向性 

読書活動を通じて自己の向上につながるよう、課題解決のための読書や学習が主体的にできるようにする。 

 

施策１６  中・高校生等向け読書活動支援の充実 

 

関連施策 

  

 中・⾼校⽣には、読書活動を通じて⾃⼰の向上につながるよう、課題解決のための読書や学習が主体的にで
きるようにする⽀援が⼤切です。 
 読書に興味を持ち、区⽴図書館の利⽤につながる取組を中学校や⾼校と連携して取り組みます。 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

48 中・高校生等向け

読書環境の充実 

 読書から遠ざかりがちな中

学生・高校生を対象とした中

高生コーナーの利用促進を

図ります。 

 区立図書館全館で中・高校生

コーナーを設置し、中学生向け

推薦図書リストの配布や展示を

行いました。【14】 

拡

充 

 「中・高校生等向け読

書支援の充実アンケー

ト」で人気のあった本や、

進学や部活動、課題の

解決につながる本の提

供を図ります。 

中央図書館 

49 中・高校生等向け

読書イベントの実

施と学校との連携 

 学校と連携して中・高校生

向け読書イベントを行い、

中・高校生の図書館利用の

促進を図ります。 

  

【新規】 新

規 

 初年度は、中学校や高

校との連携を図りながら、

効果的な実施方法を検

討します。イベント参加者

の 声 等 を 参 考 に し て 、

中・高校生の図書館利用

につなげていきます。 

中央図書館 

50 中・高校生等の図

書館サポーター活

動の実施 

 「中学生・高校生の図書館

サポーター」に図書館運営

に携わってもらい、お話し会

の実施、中高生向け図書コ

ーナーの整備などを行いま

す。 

 近隣の中学生や高校生のボ

ランティアを受け入れ、本の返

却やお話し会で子どもたちへの

読み聞かせ等を体験してもらい

ました。 

【33】 

継

続 

 イベント実施と並んで、

区立図書館に興味を持

ってもらえるよう継続しま

す。 

中央図書館 

  

14 再掲  新宿区立図書館を利用した調べる学習コンクール 中央図書館 

27 再掲  子ども総合センター・児童館等の蔵書の充実  
子ども総合センター子

ども家庭支援課 
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（４） 特別な支援を必要とする子ども 

 

発達段階等に応じた取組の方向性 

① 障害等のある子ども 読書に親しめるよう、個々の状況に応じて支援する。 

 

施策１７  子どもの障害等に応じた読書支援 

 

  

 障害等のある⼦どもには、個々の状況に寄り添った資料提供や読み聞かせを⾏っていきます。その他にも、
区内の４病院に⼊院している⼦どもたちへの配本サービスの充実を図ります。 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

51 障害等に応じた読

書支援の推進 

 子どもの個々の障害の状況に

寄り添い、布絵本やマルチメデ

ィアデイジー、点字絵本等の資

料・機器を活用し、読み聞かせ

の工夫を行い、読書に親しめる

ようにしていきます。 

 

 区立図書館各館でパラリン

ピック展示と併せて、障害の

状況に応じた資料や機器の

収集、提供等を行いました。

戸山図書館を拠点に推進し

ました。角筈図書館では養

護学校との交流を図りまし

た。【26】 

継

続 

 区立図書館と学校、

関係機関等の連携を図

りながら、視覚障害者

等の読書環境の整備の

推進に関する法律（令

和元年法律第４９号）の

趣旨を踏まえて推進し

ます。 

 

中央図書館 

(学校等) 

52 病院配本サービス

の推進 

 区内の病院に入院している子

どもたちへの配本サービスの充

実を図ります。 

 区内４病院と提携し、２か

月ごとに配本サービスを実

施しました。 

 また、お話し会を行ってい

る病院も（１病院）あります。 

【27】 

継

続 

引き続き、病院との

連携を深め、入院中の

子どもたちが読書に親

しむ機会を充実します。 

  また、病院内学級へ

の配本を検討していき

ます。 

中央図書館 
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発達段階等に応じた取組の方向性 

➁外国語を母語とする子ども ： 読書に親しめるよう、外国語資料等を充実する。 

 

施策１８  外国語を母語とする子どもへの読書支援 

 

  

区⽴図書館と学校等が連携を図りながら、外国語絵本等の資料収集・提供や、⽇本語と外国語による読み聞
かせ等を⾏い、読書に親しむことができるようにします。 
  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

53 外国語と多文化に親

しむお話し会等と外

国語図書の充実 

 外国語を母語とする子ど

もには、日本語と母語に親

しむことができるよう、外国

語絵本の収集・提供や日

本語と外国語の読み聞か

せを行っていきます。 

実施に当たっては、学校

等と連携して読み聞かせ

等を工夫し、読書に親しむ

ことができるようにします。 

 また、子どもたちが外国

語や多文化に親しむ機会

の充実を図ります。 

 

 区立図書館では、外国語お

話し会や多文化に親しむお話

し会等を開催し、全館で外国語

絵本の充実に努めました。 

特に大久保図書館を拠点と

して推進し、四谷図書館、大久

保図書館、こども図書館、北新

宿図書館等を中心に外国語絵

本の収集に努めました。 

【6】 

継

続 

 区立図書館では、外国

語や多文化を紹介する

お話し会や資料の充実

を推進します。 

 また、学校等との連携

を検討していきます。 

中央図書館 

（学校等） 
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：基本方針 ３  

子ども読書活動推進の基盤整備  

具体的な取組の方向性 

  地域における子ども読書活動推進の推進基盤整備（団体貸出、図書館サポーターの読み聞かせ活動、 

子ども読書活動情報の収集・発信、人材育成等の充実） 

 

施策１９  学校図書館の「情報センター」機能の充実 

 児童・⽣徒や教職員の情報ニーズに対応したり、児童・⽣徒の情報収集・選択・活⽤能⼒を育成する、学
校図書館の「情報センター」機能を充実します。 
 あわせて、教職員や学校図書館スタッフの⼈材育成と学校図書館を活⽤するための教材作成を図ります。 

 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

54 学校での研修充

実と指導資料の

作成 

区立小・中・特別支援学校教

員及び図書館スタッフ等を対象

に「読書センター」「学習センタ

ー」「情報センター」としての学

校図書館活用に関する研修を

行うとともに、学校図書館を効果

的に活用するための資料を作

成します。 

 研修会を実施し、指導資料

等に関する周知を図りました。

また、「調べ方テキスト」を作成

し、各校での図書館活用等の

指導に活用しました。【50】【51】 

手

段

改

善 

 区立小・中・特別支

援学校教員及び図

書館スタッフ等を対

象として、学校図書

館教育の充実を図る

ための研修を年１回

実施します。 

また、学校図書館

を効果的に活用する

資料は研修会などで

活用していきます。 

教育支援課 
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施策２０  人材育成と図書館サポーター活動の充実 

 図書館職員の⼈材育成を図り、⼦ども読書活動の推進とサービス向上につなげます。 
 また、⼦どもたちへの読み聞かせの機会を充実するため、図書館サポーターの地域での読み聞かせ活動の
充実を図り、サポーターの⼈材育成を図ります。 

関連施策 

 

 

 

  

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

55 図書館での研修充

実 

 子どもの読書活動に関わる人

材を育成するためには、まず図

書館職員の知識の蓄積、技術

向上を図ることが必要です。 

外部の研修にも積極的に参

加し各種情報の収集、技術の

研鑽に努めます。 

  

 こども図書館と一部の地域図書

館では、毎年、都立図書館の児童

図書研修に職員を派遣しました。

各館で館内研修も行っています。

【21】 

継

続 

 館内外で研修を実

施し、人材育成を図り

ます。 

中央図書館 

56 国立国会図書館、

国際子ども図書館

等との連携 

 国立国会図書館・国際子ども図

書館や都立図書館との連携を図

り職員研修や、施設見学などを

通じて職員の研鑚に役立てま

す。 

 こども図書館や地域図書館

（一部）では、毎年、都立図書

館の児童図書研修に職員を派

遣しました【36】 

継

続 

 引き続き、国立国会

図書館等との連携を

深め、子どもの読書

活動に関する情報収

集・発信と職員研修を

図ります。 

中央図書館 

57  図書館サポータ

ーの育成充実 

 子どもたちへの読み聞かせの

機会を充実するため、図書館サ

ポーターの地域での読み聞かせ

活動の充実を図り、サポーターの

人材育成を図ります。 

 毎年、図書館サポーター講習

会で読み聞かせ等の研修を行

いました。講習会はサポーター

同士の交流や情報交換の場と

なっています。 

【11】 

拡

充 

 初年度は事業展開

を調査し、2 年目から

必要な支援を検討し

ならサポーター活動

の充実と育成を図りま

す。毎年、活動状況

に関するアンケートを

実施して事業への反

映を図ります。 

中央図書館 

34 再掲   読み聞かせ講習会 中央図書館 

54 再掲    学校での研修充実と指導資料の作成 中央図書館 
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施策２１ 子ども読書活動の推進 

関連施策 

 基本⽬標の達成に向けて、地域で⼦どもたちがより多くの本と出会えるよう、団体貸出やボランティア活
動の充実、情報収集、情報発信等を推進し、⼦ども読書活動の基盤整備を図ります。 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

58 団体貸出の充実   学校、幼稚園・子ども園・

保育園、児童館などの子育

て支援施設、区内の 10 名以

上のグループに団体貸出を

実施しています。 

  区立図書館窓口での団体

貸出と、こども図書館の団体

専門書庫の本を選定し、車

で配本するものがあります。

区内全域で区立図書館の

幅広い図書を提供します。 

 これまで利用のない施設へ

の利用促進を図り、団体貸出

冊数が当初の数値目標を上

回りました。【34】 

拡

充 

 引き続き、これまで利用

のない施設への拡充を図

ります。子どもたちの身近

な場所で区立図書館の本

を利用しやすくし、地域で

多くの本と出合えるようにし

ます。 

中央図書館 

59 大学・専門学校等と

の連携 

  子どもの読書活動への協

力やボランティア活動への

参加促進を図るため、区内

の大学・各種学校の学生と

の連携を図ります。 

 こども図書館では、児童教

育専門学校や日本語学校の

ボランティアによるお話し会を

実施しています。 

 鶴巻図書館と戸山図書館で

は早稲田大学、中町図書館

では東京理科大学との連携

事業を行いました。 

 大久保図書館、北新宿図書

館では語学学校と連携し、外

国語による読み聞かせや多文

化紹介に努めました。【37】 

継

続 

 引き続き、区内の大学や

専門学校等と連携し、読み

聞かせやイベント等、ボラ

ンティア活動への参加と図

書館利用の促進を図りま

す。 

中央図書館 

60 新宿区子ども読書

活動推進会議の運

営 

  有識者や PTA 代表者、読

み聞かせ団体、区担当者で

構成する新宿区こども読書

活動推進会議（平成 17 年度

設置）を開催し、計画の検証

や意見聴取を行い、事業へ

の反映を図ります。 

 毎年、3 回開催し、計画の検

証や意見聴取、絵本でふれあ

う子育て支援事業の配付絵本

選定等を行いました。 

継

続 

 引き続き、こども図書館を

事務局として会議を開催

し、意見の計画反映を図

り、効果的な事業の推進を

行っていきます。 

中央図書館 

７再掲   新こども図書館の検討 中央図書館 
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施策 22 子どもの読書活動の情報収集・発信 

  区⽴図書館ホームぺージで、⼦どもの読書活動に関する情報の収集と発信を⾏います。          
 ⼦どもの読書活動の現状把握と分析を継続し、事業への反映を図ります。                

関連施策 

№ 事業名 事業内容 
第四次推進計画の取組成果 

【】内は第四次計画における番号 
期間中の目標 担当課 

61 ホームページの

充実による情報

収集・発信 

 図書館ホームページを活用し

て、子どもの読書活動や関連イ

ベント等に関する情報をわかり

やすく収集・発信して、計画の

推進と普及に役立てます。 

 平成 30 年 1 月に図書館ホ

ームページを更新し、より使

い や す い 内 容 と し ま し た 。

【20】 

拡

充 

 初年度は事業方法を検討

し、国や関係機関のホームペ

ージとのリンク等を図ります。 

 図書館システムのメンテナン

ス等の際に充実を図ります。 

中央図書館 

62 「しんじゅくの教

育」への掲載 

 教育広報紙『しんじゅくの教

育』により、子どもの読書活動

の趣旨普及や子ども及び保護

者や地域への効果的な情報提

供を行い本計画を推進します。 

 区立図書館イベントの紹介

記事や『クローバー』等のブッ

クリストに掲載されている本を

紹介しました。 

「第四次新宿区子ども読書

活動推進計画」や「学校図書

館の放課後等開放」の紹介

記事を掲載しました。【3】 

継

続 

 引き続き、イベント告知、子

どもの発達段階に応じた「お

すすめの本」、学校図書館の

活動状況等、子どもの読書活

動に関する記事を掲載し、広

く情報提供を行っていきま

す。 

教 育 調 整 課

中 央 図 書 館

教育支援課 

63 子どもの読書活

動推進計画の趣

旨普及 

 広報紙・ホームページ等を活

用して子どもの読書活動推進

計画の趣旨普及に努めます。 

  

 区や教育委員会の広報誌、

ホームページを活用して、数

値目標の進捗やイベント紹介

等を行いました。【1】 

継

続 

 引き続き、区や関係機関の

広報紙を活用したり、ホーム

ページの相互リンク等を図り、

情報発信を図ります。 

また、次の計画策定時にア

ンケート等を行い、効果的な

実施方法を検討し、事業への

反映を図ります。 

推進計画 

全所管課 

64 「子ども読書の 

日」の趣旨普及 

 「子ども読書活動の推進に関

する法律」により、4 月 23 日が

「子ども読書の日」に制定され

ました。 

 新宿区でも「子ども読書の日」

と 4 月 23 日～5 月 12 日の「こ

どもの読書週間」を子どもの読

書活動の趣旨普及に努める機

会とします。 

 図書館や学校等で「子ども

読書の日」や「子ども読書週

間」に因むイベントを開催した

り、ポスターを掲示して、子ど

もを図りました。【2】 

継

続 

 引き続き、読書や図書館に

興味を持つようなイベントや情

報発進を行い、「子ども読書

の日」「こどもの読書週間」の

趣旨普及に努めます。 

推進計画 

全所管課 

36 再掲  新宿子育てメッセにおける子ども読書活動の周知  中央図書館 
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資料１ 関連法令と国、東京都の計画 

（１） 子どもの読書活動の推進に関する法律 

平成 13 年 12 ⽉ 12 ⽇ 法律第 154 号 
（⽬的） 
第１条 この法律は、⼦どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地 ⽅公共団体

の責務等を明らかにするとともに、⼦どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定めることに
より、⼦どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって⼦どもの健や
かな成⻑に資することを⽬的とする。 

 
（基本理念） 
第２条 ⼦ども（おおむね１８歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、⼦どもが⾔葉を学び、感

性を磨き、表現⼒を⾼め、創造⼒を豊かなものにし、⼈⽣をより深く⽣きる⼒を⾝に付けていく
上で⽋くことのできないものであることにかんがみ、すべての⼦どもがあらゆる機会とあらゆる
場所において⾃主的に読書活動を⾏うことができるよう、積極的にそのための環境の整備が推進
されなければならない。 

 
（国の責務） 
第３条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、⼦どもの読書活動の推進に関

する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 
 
（地⽅公共団体の責務） 
第４条 地⽅公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏まえ、⼦

どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 
 
（事業者の努⼒） 
第５条 事業者は、その事業活動を⾏うに当たっては、基本理念にのっとり、⼦どもの読書活動が推進

されるよう、⼦どもの健やかな成⻑に資する書籍等の提供に努めるものとする。 
 
（保護者の役割） 
第６条 ⽗⺟その他の保護者は、⼦どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的な役割

を果たすものとする。 
 
（関係機関等との連携強化） 
第７条 国及び地⽅公共団体は、⼦どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、学校、

図書館その他の関係機関及び⺠間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努めるものと
する。 

 
（⼦ども読書活動推進基本計画） 
第８条 政府は、⼦どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、⼦ども
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の読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「⼦ども読書活動推進基本計画」という。）を策定
しなければならない。 

 
２ 政府は、⼦ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告するととも
に、公表しなければならない。 
 
３ 前項の規定は、⼦ども読書活動推進基本計画の変更について準⽤する。 
 
（都道府県⼦ども読書活動推進計画等） 
第９条 都道府県は、⼦ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県における⼦ど

もの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における⼦どもの読書活動の推進に関する
施策についての計画（以下「都道府県⼦ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努めな
ければならない。 

 
２ 市町村は、⼦ども読書活動推進基本計画（都道府県⼦ども読書活動推進計画が策定されているとき
は、⼦ども読書活動推進基本計画及び都道府県⼦ども読書活動推進計画）を基本とするとともに、当該
市町村における⼦どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村における⼦どもの読書活動の推
進に関する施策についての計画（以下「市町村⼦ども読書活動推進計画」という。）を策定するよう努め
なければならない。 
 
３ 都道府県⼜は市町村は、都道府県⼦ども読書活動推進計画⼜は市町村⼦ども読書活動推進計画を策
定したときは、これを公表しなければならない。 
 
４ 前項の規定は、都道府県⼦ども読書活動推進計画⼜は市町村⼦ども読書活動推進計画の変更につい
て準⽤する。 
 
（⼦ども読書の⽇） 
第 10 条 国⺠の間に広く⼦どもの読書活動についての関⼼と理解を深めるとともに、⼦どもが積極的

に読書活動を⾏う意欲を⾼めるため、⼦ども読書の⽇を設ける。 
 
２ ⼦ども読書の⽇は、４⽉２３⽇とする。 
 
３ 国及び地⽅公共団体は、⼦ども読書の⽇の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければなら

ない。 
（財政上の措置等） 
第 11 条 国及び地⽅公共団体は、⼦どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な財政上

の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 
附則 
この法律は、公布の⽇から施⾏する。 



77 
 

 
○ ⼦どもの読書活動の推進に関する法律案に対する附帯決議（衆議院） 

平成 13 年 11 ⽉ 28 ⽇ 
 
政府は、本法施⾏に当たり、次の事項について配慮すべきである。 
 
⼀ 本法は、⼦どもの⾃主的な読書活動が推進されるよう必要な施策を講じて環境を整備していくもの

であり、⾏政が不当に⼲渉することのないようにすること。 
 
⼆ ⺠意を反映し、⼦ども読書活動推進基本計画を速やかに策定し、⼦どもの読書活動の推進に関する

施策の確⽴とその具体化に努めること。 
 
三 ⼦どもがあらゆる機会とあらゆる場所において、本と親しみ、本を楽しむことできる環境づくりの

ため、学校図書館、公共図書館等の整備充実に努めること。 
 
四 学校図書館、公共図書館等が図書を購⼊するに当たっては、その⾃主性を尊重すること。 
 
五 ⼦どもの健やかな成⻑に資する書籍等については、事業者がそれぞれの⾃主的判断に基づき提供に

努めるようにすること。 
 
六 国及び地⽅公共団体が実施する⼦ども読書の⽇の趣旨にふさわしい事業への⼦どもの参加について

は、その⾃主性を尊重すること。 
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（２） 国：第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画（概要版） 
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（３） 東京都：第三次東京都子供読書活動推進計画（概要版） 
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資料２ 子ども読書活動に関するアンケート調査結果  

（１）  家庭での読書状況アンケート   （令和元年 6 月実施：中央図書館）        

 （２）  中・高校生の読書状況アンケート （令和元年 6 月実施：中央図書館） 
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資料２ 子ども読書活動に関するアンケート調査結果 

（１）  家庭での読書状況アンケート    

 

実施時期：令和元年６月１日～６月９日 

実施場所：新宿区立こども図書館内及び新宿子育てメッセ会場 

回 収 数：計１３４人 

子ども：５０人（０歳～５歳 ２４人、６歳～１２歳 ２６人） 

大 人：８４人  

内 訳：こども図書館   ：子ども ４４人 大人 ５９人 計１０３人 

新宿区子育てメッセ：子ども  ６人 大人 ２５人 計 ３１人 

（択一設問は「無回答」集計欄あり。複数回答設問は「無回答」集計欄なし） 

  

家庭での読み聞かせや図書館の利用状況を把握するため、こども図書館内と多く

の親子が来場する新宿子育てメッセの区立図書館コーナーで実施しました。 

なお、未就学児等の子どもの回答は保護者が代筆したものもあります。 

 

子ども向けアンケート 

 

質問 １ あなたは、本や絵本が好きですか？ 

 

 

 

 

質問 ２ としょかんを利用していますか？ 

 

 

 

 

 

①だいすき, 
68.0%

②すき, 
24.0%

③ふつう, 
6.0%

④きらい, 
2.0%

①だいすき ②すき ③ふつう ④きらい
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質問 3 お家の大人の人から本を読んでもらうことはありますか 
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大人向けアンケート 

       

 

 

 

 

 

 

 

0〜5歳
66.2%

6〜12歳
33.8%

質問１ お子様はおいくつですか
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（２）  中・高校生等の読書状況アンケート 

 

実施時期：令和元年６月１日～６月２５日 

実施場所：新宿区立牛込第三中学校（中学２年生） 

     海城学園（中学２年生及び高校２年生）  

     保善高等学校     （高校２年生） 

     都立新宿山吹高等学校 （単位制学校のため高校２年生相当） 

回 収 数：計８１１人  

（択一設問は「無回答」集計欄あり。複数回答設問は「無回答」集計欄なし） 

中・高校生等の読書状況を把握し、読書活動の充実を図る基礎調査として、区内の中

学校２校と高校３校の協力を得て、アンケート調査を実施しました。 
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質問３ 本の情報をどこで手にいれますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問４ 区立図書館を利用していますか？ 
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質問５ 学校図書館を利用していますか？ 

 
 

 

質問６ 新宿区立図書館にどんな本があるといいですか？（ジャンル別 複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



91 
 

質問７ 新宿区立図書館にどんな本があるといいですか？（分類別 複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
質問８ 本を読まない・詠まなかった理由は何ですか？（複数回答可） 
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質問９ 新宿区立図書館のイベントに参加するなら、どんなイベントがいいですか？ 
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資料３ 区立図書館蔵書数 

（１） 登録要件・年代別登録者数 

（２） 図書資料（雑誌除く）分類別所蔵数 
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資料３ 区立図書館蔵書数 

（１） 登録要件・年代別登録者数 

 
        「しんじゅくの図書館２０１９」記載データ 平成 31 年 3 月 31 日現在 

中央 こども
区役所
内分室

四谷 鶴巻 西落合 戸山 北新宿 中町 角筈 大久保 下落合 合計

小学生以下 410 2,231 0 1,898 945 876 1,004 628 1,558 504 538 1,051 11,643

中学生 151 409 0 362 199 185 204 140 280 62 169 140 2,301

高校生 157 179 0 241 102 88 121 94 147 51 126 124 1,430

学生 573 119 0 409 174 116 168 173 197 79 243 599 2,850

一般 9,063 1,147 10 8,813 3,165 2,307 3,304 2,337 4,461 2,462 3,544 4,523 45,136

計 10,354 4,085 10 11,723 4,585 3,572 4,801 3,372 6,643 3,158 4,620 6,437 63,360

比（％）※1 60.7 88.4 45.5 66.8 81.6 58.6 84.5 74.3 87.9 36.2 70.8 68.9 67.9

小学生以下 50 178 0 74 63 464 10 121 23 289 11 143 1,426

中学生 124 39 0 26 7 74 7 12 9 75 12 42 427

高校生 198 20 0 93 15 41 24 14 4 77 21 83 590

学生 605 34 1 233 72 68 63 49 32 185 118 494 1,954

一般 4,777 241 11 4,509 745 1,852 624 922 642 4,317 1,466 1,851 21,957

計 5,754 512 12 4,935 902 2,499 728 1,118 710 4,943 1,628 2,613 26,354

比（％）※1 33.7 11.1 54.5 28.1 16.1 41.0 12.8 24.6 9.4 56.7 24.9 28.0 28.2

一般 498 11 0 817 84 17 118 40 185 589 227 89 2,675

比（％）※1 2.9 0.2 0.0 4.7 1.5 0.3 2.1 0.9 2.4 6.8 3.5 1.0 2.9

小学生以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中学生 52 2 0 0 0 0 1 0 0 0 5 1 61

高校生 27 0 0 1 0 0 2 0 0 0 4 1 35

学生 376 10 0 72 48 4 32 9 17 26 43 204 841

計 455 12 0 73 48 4 35 9 17 26 52 206 937

比（％）※1 2.7 0.3 0.0 0.4 0.9 0.1 0.6 0.2 0.2 0.3 0.8 2.2 1.0

小学生以下 460 2,409 0 1,972 1,008 1,340 1,014 749 1,581 793 549 1,194 13,069

中学生 327 450 0 388 206 259 212 152 289 137 186 183 2,789

高校生 382 199 0 335 117 129 147 108 151 128 151 208 2,055

学生 1,554 163 1 714 294 188 263 231 246 290 404 1,297 5,645

一般 14,338 1,399 21 14,139 3,994 4,176 4,046 3,299 5,288 7,368 5,237 6,463 69,768

計 17,061 4,620 22 17,548 5,619 6,092 5,682 4,539 7,555 8,716 6,527 9,345 93,326

比（％）※2 18.3 5.0 0.0 18.8 6.0 6.5 6.1 4.9 8.1 9.3 7.0 10.0

※1　各館及び全館の利用登録者数に占める区内在住、都内在住、区内在勤、区内在学の利用登録者数の割合
※2　全館の利用登録者数に占める各館の利用登録者数の割合

単位：人

図書館名
項目

区
内
在
住

区
内
在
勤

都
内
在
住

合計

区
内
在
学



96 
 

（２） 図書資料（雑誌除く）分類別所蔵数 
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資料４ 区立小・中学校の学校図書館状況 

（１） 平成 30 年度区立小・中学校蔵書数・図書標準数 

（２） 児童・生徒の学校図書館活用及び読書活動等に関する調査報告書 
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資料４ 区立小・中学校の学校図書館状況 

（１） 平成 30 年度区立小・中学校蔵書数・図書標準数 

 
                              教育⽀援課作成 

平成30年度　区立小・中学校の蔵書数・図書標準数

学校番号 学校名 蔵書数（冊） 図書標準数(冊） 達成率（％）
※　平成２８年度

達成率

101 津久戸小 10,527 7,960 132.2% 124.1%

102 江戸川小 6,878 5,560 123.7% 128.6%

103 市谷小 9,510 9,160 103.8% 108.6%

104 愛日小 9,585 8,360 114.7% 113.7%

105 早稲田小 11,460 9,960 115.1% 117.6%

106 鶴巻小 7,862 5,080 154.8% 142.3%

107 牛込仲之小 8,908 8,360 106.6% 104.6%

108 富久小 7,791 6,040 129.0% 121.7%

109 余丁町小 10,568 7,960 132.8% 114.5%

110 東戸山小 9,971 7,000 142.4% 145.2%

111 四谷小 11,505 8,760 131.3% 128.8%

112 四谷第六小 9,346 8,360 111.8% 113.0%

113 花園小 9,788 5,080 192.7% 181.6%

114 大久保小 8,360 5,080 164.6% 111.9%

115 天神小 7,512 5,080 147.9% 132.3%

116 戸山小 11,735 7,960 147.4% 135.2%

117 戸塚第一小 11,960 7,960 150.3% 136.3%

118 戸塚第二小 8,892 7,480 118.9% 125.2%

119 戸塚第三小 8,747 5,560 157.3% 156.2%

120 落合第一小 11,294 9,160 123.3% 114.1%

121 落合第二小 8,893 7,960 111.7% 124.7%

122 落合第三小 11,113 7,960 139.6% 138.1%

123 落合第四小 9,669 8,360 115.7% 109.9%

124 落合第五小 9,225 5,560 165.9% 156.6%

125 落合第六小 7,848 6,520 120.4% 138.9%

126 淀橋第四小 9,404 7,960 118.1% 106.9%

127 柏木小 10,531 7,960 132.3% 123.7%

128 西新宿小 9,965 7,000 142.4% 146.9%

129 西戸山小 10,585 9,160 115.6% 110.1%

241 牛込第一中 10,044 7,360 136.5% 107.5%

242 牛込第二中 7,575 7,360 102.9% 100.2%

243 牛込第三中 9,830 8,480 115.9% 119.1%

244 四谷中 9,903 9,040 109.5% 124.6%

245 西早稲田中 13,967 10,720 130.3% 138.8%

246 落合中 9,503 7,920 120.0% 112.3%

247 落合第二中 10,950 9,040 121.1% 120.0%

248 西新宿中 11,199 7,360 152.2% 155.0%

249 新宿中 11,506 8,480 135.7% 141.7%

250 新宿西戸山中 13,564 10,720 126.5% 123.2%

387,473 300,840 128.8% 125.4%

うち　小学校 279,432 214,360 130.4% 125.9%

うち　中学校 108,041 86,480 124.9% 124.1%

図書標準は、平成 ３０年度基準 蔵書数は平成３１年３月３１日現在

合　計
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（２） 児童・生徒の学校図書館活用及び読書活動等に関する調査報告書 

 

① 調査目的 
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➁ 平成 30 年度調査結果 
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資料５ 幼稚園・保育園・子育て支援施設等の蔵書数  

（１） 平成 30 年度 区立幼稚園 蔵書数 

（２） 平成 30 年度 区立保育園・こども園 蔵書数 

（３） 平成 30 年度 子ども総合センター・児童館蔵書数 
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資料５ 幼稚園・保育園・子育て支援施設等の蔵書数 

（１） 平成 30 年度 区立幼稚園 蔵書数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載データは平成３１年３月末 現在 

学校運営課 作成 

 

 

 

 

 

 

 

蔵書数

1 津久戸幼稚園 １，３００冊

2 市谷幼稚園 ２，０７０冊

3 早稲田幼稚園 ２，２２０冊

4 鶴巻幼稚園 １，９４０冊

5 牛込仲之幼稚園 １，８００冊

6 余丁町幼稚園 １，３６０冊

7 四谷第六幼稚園 １，２８５冊

8 花園幼稚園 １，１９０冊

9 大久保幼稚園 １，２５０冊

10 戸塚第二幼稚園 １，６００冊

11 落合第三幼稚園 １，４５０冊

12 落合第四幼稚園 ２，２１０冊

13 淀橋第四幼稚園 １，２００冊

14 西戸山幼稚園 １，６００冊

該当施設数（合計） １４園

蔵書数　計 ２２，７４５冊

１園当たりの蔵書数 １６０５．４冊

幼稚園

計
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（２） 平成 30 年度 区立保育園・こども園 蔵書数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記載データは、平成 31 年３月３１日現在 

子ども家庭部 保育課作成 

 
  

絵本(冊） 紙芝居（点）
平成３０年度

蔵書数　計（冊）
（参考）　平成29年度

蔵書数  計（冊）

1 弁天町保育園 ４２０冊 ２９３点 ７１３冊 １，３７４冊

2 大久保第一保育園 １，３５５冊 ２４９点 １，６０４冊 １，５５０冊

3 東五軒町保育園 １，８４９冊 １５０点 １，９９９冊 １，９７０冊

4 長延保育園 １，１４９冊 １４５点 １，２９４冊 ９７８冊

5 西早稲田保育園 １，０１１冊 ２８６点 １，２９７冊 １，３３２冊

6 高田馬場第ニ保育園 １，０５２冊 ３２４点 １，３７６冊 １，３２７冊

7 戸山第ニ保育園 １，０３８冊 ４１２点 １，４５０冊 １，５５４冊

8 早稲田南町保育園 １，２８９冊 ３５５点 １，６４４冊 １，５８１冊

9 百人町保育園 １，３２９冊 ２７２点 １，６０１冊 １，４９９冊

10 中落合第ニ保育園 １，４３２冊 ２８６点 １，７１８冊 １，４２９冊

１１，９２４冊 ２，７７２点 １４，６９６冊 １４，５９４冊

絵本（冊） 紙芝居（点）
平成３０年度

蔵書数　計（冊）
（参考）　平成29年度

蔵書数　計（冊）

11 四谷子ども園 ２，１１０冊 ２９８点 ２，４０８冊 １，８３１冊

12 あいじつ子ども園 １，８７０冊 ６１２点 ２，４８２冊 ２，３８９冊

13 西新宿子ども園 １，６３３冊 ２９８点 １，９３１冊 １，８１８冊

14 柏木子ども園 ２，２０１冊 ４２６点 ２，６２７冊 ２，５５４冊

15 おちごなかい子ども園 １，１７３冊 ２６８点 １，４４１冊 １，３２０冊

16 大木戸子ども園 １，７６５冊 ４２２点 ２，１８７冊 １，９７３冊

17 しなのまち子ども園 １，４４８冊 ３２９点 １，７７７冊 １，６６４冊

18 戸山第一子ども園 １，６６６冊 ４１３点 ２，０７９冊 １，７７９冊

19 西落合子ども園 １，４４０冊 ３６７点 １，８０７冊 １，７１９冊

20 北新宿子ども園 １，４０９冊 ３３４点 １，７４３冊 １，６３３冊

１６，７１５冊 ３，７６７点 ２０，４８２冊 １８，６８０冊

【区立保育園】

区立保育園　　　計

【区立子ども園】

区立子ども園　　　計
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（３） 平成 30 年度 子ども総合センター・児童館蔵書数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載データは、平成 31 年 3 月 31 日現在 

                  子ども総合センター子ども家庭支援課作成 

 

 

蔵書数 施設数

１，５００冊未満 ０館

１，５００～２，０００冊 １館

２，００１冊以上 ４館

合計 ５館 1館当たり蔵書数

蔵書数 施設数

１，０００冊未満 １館

１，０００～１，５００冊 ３館

１，５００～２，０００冊 ９館

２，００１冊以上 ２館

合計 １５館 1館当たり蔵書数

２３９４．２冊

中町児童館

本塩町児童館、高田馬場第一児童館、早稲田南町児童館

薬王寺児童館、高田馬場第二児童館、北山伏児童館
東五軒町児童館、富久町児童館、百人町児童館
中井児童館、西新宿児童館、北新宿第一児童館

西落合児童館、上落合児童館

２５，３０２冊 １６８６．８冊

施設名

信濃町子ども家庭支援センター

子ども総合センター
榎町子ども家庭支援センター
中落合子ども家庭支援センター
北新宿子ども家庭支援センター

施設名

１１，９７１冊

子ども総合センター・子ども家庭支援センター蔵書数　　　　

区立児童館　蔵書数
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